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面積・線長精密測定器の定番X-PLAN360が生れて10年が経ちまし

た。ながい間のご評判、ご愛用を感謝いたします。この度、コード

レス連続使用80時間の新機軸を加えるとともに、一段と性能を向上

させたニューモデルを発売いたします。精度、性能、耐久性を誇る

ウシカタの製品はご安心、ご納得してお使いいただけます。

1I■面積.線長.周囲長＝同時測定
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エクスプランの精度について(測定誤差0.1%以内完全確保)-X-PLAN360dn､X-PLAN360Cともに、

測定値のバラツキのないよう細心の注意をしております。製品には必ず検証ケージを添付しておりますので、一層ご安心してお

使いいただけます。

疲れないエクスプラン操作(偏心大型トレースレンズ)－座ったままで正確に測定できるトレースレンズを採用
するなど、測定者の疲労を軽減する機構になっています。（特許取得済）

秘霞榊ﾉｩ,コンピュータ接続、プリン卜記録、座標測定ができる上級機‘幟皇織拳0

エクスブランSBDC
（さんろくまるシー）

■座標･面積･線長･辺長･半径=同時測定､任意出力

★図心･角度･三斜面積測定などができる活用ソフトを

ご希望の方に無償ご提供中(PO98用）

資料のご請求は下記FAXで
,dh、ヰ方商会(ｳｼｶﾀ）
146束京都大田区千鳥2-12←7TEL.03(3758)1111(代）

二間になった蕊名･こ希望商品･送付先等を必ず明妃〈た凱

FAX.03(3756)1045
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一論 国際時代の国内林業の

動向と展望
I
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村嶌由直雌
一 京都大学農学研究科念()75(753)6192．直通

』

木材市場の国際化

わが国の木材需要が外材に依存するようになったのは1960年代初頭からであっ

た。総合商社がいっせいに外材を取り扱うようになり，全国の港という港に外材を

荷揚げする設備，貯木場，木材工業団地が造成された。69年には早くも外材依存率

が50%を上回るようになった｡その後も大量の外材を吸収する体制は強まり,73年

には丸太の輸入量が4800万m$を上回る史上最高を記録した｡この間の外材輸入の特

徴は，海外から丸太を輸入し，それを国内仕様に加工するというもので，新しい機

械システムの外材団地と安い賃金がこれを支えたのである。

第1次オイルショックは高度成長に終止符を打つとともに，これを転機として日

本の産業構造，貿易構造も大きく変化した。石油価格の高騰は輸入木材の価格にも

波及し，外材に依存する木材産業を直撃した。丸太価格の上昇と木材輸出国の木材

産業化・追い上げによって，わが国の合板産業や外材製材（特にラワン製材）産業

は競争力を失っていったのである。普通合板を生産する工場は閉鎖や倒産が相次ぎ，

また東京や名古屋など大都市の外材港湾工場でも同様の状況であった。さらにこれ

に追い打ちをかけたのが,78年10月から80年にかけての南洋材を中心とした丸太

価格の上昇であった。それは産地国の丸太輸出規制に端を発した産地価格の上昇に

加え，円高から円安への変化による輸入価格の上昇であった。このI閉羽の特徴は，

高度成長期の外材丸太依存の構造が揺らぎ，加工品輸入への兆しが強まったことで

ある。
そじよう

また，この時期の後半には日米間の貿易摩擦問題の一つとして，木材が俎上に取

り上げられた。そこでの交渉は製品関税の引き下げなど貿易制限政策の撤廃から，

建築基準法や日本農林規格など日本国内の規制の撤廃を求めるものまで広範囲にわ

たり，わが国の制度や政策の変更をも迫るものであった。85年の日米間のMOSS協

議（市場分野別個別協議）の開始と翌年1月の合意は，わが国の木材市場のいっそ

うの国際化を促し，木材の「国際時代」という新しい段階を約束するものとなった。

この日米間の深刻な経済摩擦は，アメリカの双子の赤字（財政赤字と経常収支赤

字）によるものであったが，それがドル高を引き起こしていた。このことはアメリ

林業技術No.6431995.1(）
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力の輸出を困難にし，輸入を拡大することによって経常収支のいっそうの赤字をも

たらすのみならず，多額の負債を抱える発展途上国にも深刻な影響を与えたのであ

る。85年9月のプラザ合意は，各国が協調してドル安を誘導し，これの解決に当た

ろうというものであった。為替レー1,はこの合意を境にして円高に移行し，85年か

ら87年初めに円の価値がほとんど倍になった。さらに90年代に入って円相場は，

年平均でみて,91年134円から94年102円と毎年ほぼ10円の幅で円高が進んだ。

この傾向は加速され，95年3月に100円前後であった相場は4月に一時80円を割

るという超円高になった。このことは貿易や国際投資の動きに大きな変化をもたら

し，モノ，カネ，ヒト，企業の「国際時代」の到来を現出した。

わが国木材市場の開放政策およびこうした為替レートの大幅な円高・ドル安傾向

は，海外からの木材輸入の増大や海外生産の増大など木材産業構造を大きく変える

ものとなったのである。小文は，この時期のわが国の林業・林産業について考えた

ものであり，まず木材輸入についてみておこう。

木材輸入の新段階

国際経済を巡る環境は，海外からの木材・木製品の大幅な輸入拡大を引き起こし

ている。輸入材が木材需要に占める割合は3/4を上回るとともに，木材輸入の形態

も製品輸入に移行し,製品の割合が85年の50%から,94年には70%と高い水準に

なった｡米材や南洋材などの丸太の輸入量はピーク時の46％の規模になり，国内で

加工していたものが海外生産に代替され，臨海木材団地を中心に木材製造業は縮小

に追い込まれてきた。為替レートの変化によって，わが国で生産するための労働コ

ストが相対的に上昇したことから，丸太を輸入し国内で加工する魅力がなくなった

のである。加えて，ツーバイフォー住宅着工の好調なことは北米市場で流通してい

る住宅部材の輸入塗を拡大させている。日本ツーバイフォー建築協会調べによると，

94年の米加デイメンション材の輸入は8億BM,実材積ベースの立方メートル換算

で130万m揃後になるという。10年前に比べて3.3倍の拡大，特にカナダ産のSPF

製品は約8割を占め，10年前に比べ6倍近い伸びである（『日刊木材新聞』95年7

月4日)。

また，為替レートの変化は輸入ソースを広域化させている。北欧材（フィンラン

ド，スウェーデン，ノルウェー）やオーストリア，ドイツ，イタリア（アフリカ材

の加工品)，アフリカ諸国（ガボン，カメルーンなど）からの輸入も合わせて100万

m’以上に急増した｡このほか高度加工品・完成品として建築用木工品，木製窓・窓

枠，木製ドア・ドア枠，敷居などの輸入も大幅に増加している。

以上の製材品のほか，木質パネルや木材チップなどでも大量輸入時代に入ってい

る。合板の輸入は87,88年の関税の引き下げによって激増しており，輸入合板のシ

ェアは50%に迫ろうとしている。このほかパーテイクルボード,MDFや構造用集

成材なども急増している。木材チップも年間2000万㎡以上を輸入しており，パルプ

エ場の入荷量に占める輸入チップの割合は，86年の40％から94年には61％にな

っている。その輸入ソースは，広葉樹チップを中心にアメリカ南部やチリに広力:っ

林業技術No.6431995.10
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ている（なお，ここでは企業の国際的展開については触れない。拙稿「わが国の林

業経済からみた木材輸入問題」『農業と経済』94年6月参照)。

－国内製材にみる光と影木材産業の構造変化

上述のような大量の木材輸入は，国内の木材産業，さらには林業に影響が及んで

いることはいうまでもない。しかし，これを考えるとき，木材輸入についてアメリ

カの位置が後退していることに注目しなければならない。アメリカ産の丸太・製材

品がわが国の木材供給量に占める割合を最近4カ年についてみると，90年17.2％，

91年162％，92年15.4％，93年14.6％と低下傾向をたどっている。逆にカナダ

は5．3％，5．8％，6．9％，8．0％と増加傾向にある。この間，アメリカ国内の木材

価格は，対日輸出丸太で2倍以上に，国内向け丸太で1．6倍前後の高朧になってい

る。つまり，円高ドル安によってアメリカ産木材は割安になったが，それを上回る
と

価格の上昇が産地で生じており，オールドグロス林が伐り尽くされ，アメリカ木材

産業の競争力が低下する結果になっている。そして，この価格の高朧は，また，カ

ナダドルに対して米ドルは強調で推移していることから，アメリカのカナダからの

輸入増になっている。

このように国際時代の市場競争は複雑であり，これまでアメリカ主導の形でわが

国の木材市場が規定されてきた構造は変化しつつある。90年代前半の円高ドル安へ

の変化はアメリカからの輸入の増加に結びつかず，カナダやその他の国々からの輸

入の増加になった。ダイナミックなモノの動きであり，国際的な競争の圧力の強ま

りである。比較優位を持たない分野は国内では生き残ることができない環境にある

といえる。

こうした80年代半ばからの国際時代を木材産業や林業はどのように生き抜いて

きたか，この問題に進もう。

木材製品の輸入の増加は，輸入丸太に依存してきた合板産業や製材業を直撃した。

製材工場の数は年間平均して400工場のペースで減り続けている。製材出力階層別

にみたとき，零細な工場が転廃業に追い込まれているが,93年には300kw以上の最

上層を除いてすべての階層で減少している。製材工場の素材消費量は1963年以来

30年ぶりで4000万m’を下回った｡外材の入荷愚は2177万nfで,これも1968年以来

の少ない量であった。

また，製材工場を国産材専門，国産材・外材併用，外材専門の3類型からみると，

どのタイプも過去5年間（1989～93年）に工場数を減らしているが，素材の入荷量

については，外材専門や併用タイプの工場で減少しているのに対して国産材専門の

工場ではほとんど変わらない。l工場当たりにすると，外材を挽くタイプの工場で

は入荷量の縮小が，国産材専門の工場では拡大がみられるのである。こうした統計

から読み取れる傾向は，現実において宮崎県や大分県など各地で国産材を専門に挽

く大型工場の出現となっている。各地の新しいスギ製材工場は，ツインソーやオー

トログセンサーなどを導入し，コンピュータ化，時には無人製材施設であったり，

2万nfを挽くのが量産工場の最低規模になっている。そこでは製材コストを1㎡当

林業技術No.6431995.10



ー

O

…駒…謡生-.,角……啄舛ヤォ…~一一識･且・呂評wg'z’牢…望…一鋤0紙上丘一,詞0諦冴再乖諏尋躍』･鑓擦を…p…嘗診旦嘩嬰辱哩郎韓零己.号2号愛写鐸雅…鐙瞥…翻唖･＝，璽詞孟諏J童蚕

”

たり5,000円以下に下げている。このような工場になると，国内挽き外材製品や現

地挽き製品と十分競争しているし，作業環境もそれなりに改善されており労働力も

確保している（近年のこうした量産工場の出現はドイツ，フランス，イギリスなど

とも共通している｡ドイツでは最近10年くらいの間に年間20万nfの規模の工場が

10あまり出ており，最大のKlenk社は80万nf,TTS社では2工場で130万㎡を挽い

ている。また，イギリスでも針葉樹丸太を年間5万㎡以上消費する製材工場は13を

数える。木材産出陸lのスウェーデンやフィンランドが加入したEU市場は地域内競

争を激しくさせるものであり，それがこれら旧EC諸国の製材工場の規模拡大を指向

させる最大の圧力になっている。…･･･95年3月筆者らの調査)。

一方，外材丸太に依存した臨海工場は，今や昔の面影はない。高度成長期に造成

された木材団地からは製材工場や合板工場が一つ欠け，また一つ欠け，貯木場もが

らがらになっている。団地用地の多くが,r都市計画法および港湾法に基づく用途規

制や，取得あるいは融資を受けるに当たっての転換禁止期間の設定を受けており，

団地からの撤退に当たっての資金確保のための売却処分や他業種への転換を困難な

ものとして」おり，転廃業もままならない状況である。

国噂愁業を巡る動廓瀞

国際時代の製材業は，構造変化を遂げながら，国際競争力に耐え得る国産材の量

産工場の出現という新しい段階を迎えつつある。これを確実に進められるかどうか

は国内林業が展望できるかにある。

1980年代半ば，わが国の林業はr資源の改良過程」から「活資源化の第1段階」

をたどりつつ，さらに資源の「成熟期」段階を迎えている，と指摘された。同前半

の円安・ドル高推移は，それまでの外材依存から，一転して自給率を高め「国産材

時代」をほのかに展望させるものとなったのである。しかし，その後に円高・ドル

安への移行がドラスティックに進んだことは上述のとおりで，「国産材時代｣は遠の

いた感がある。

この間の林政は,市場開放に対応した国内政策として，85年から「森林･林業，木

材産業活力回復5カ年計画」（国費500億円，融資枠1000億円）を実施し，木材需

要の拡大，木材産業の体質の強化，間伐を中心にした林業対策を三つの柱とした緊

急対策を実施した。特に木材需要の拡大については木造建築物を普及させるシンボ

ル的な施設が各地に造られ,木造の良さが再認識される契機になった｡これらはまた，

85年秋から進んだ円高への直接の対策ではなかったが，これへの対策ともなった。

1987年に｢森林資源基本計画｣が改定された。計画は人工林が1000万haに達した

ことを踏まえて，人工林の適正な整備を図ること，多様な森林施業を展開すること，

森林の総合的な整備を進めること，の三つを柱にした。木材生産林として整備する

面積を減らすとともに，目標とする人工林率を引き下げ，他方で森林の多面的機能

を重視した。また，木材需給の長期見通しでは20年後の自給率を40数％と見込ん

だ。90年代の林政は流域管理システムという装置を流域ごとに仕組ませ，資源計画

が示す多様な森林の整備と国産材の生産を図るという方向で進んでいる。

林業技術No.6431995．10
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これは，林業生産に関していえば低コスト林業の推進にほかならない。世界的に

林業は採取的林業から育成的林業に移行しており，それとの競争に日本林業が生き

残れるかどうかである。今日，森林蓄穣は年間7000万㎡の増加を示しており，蓄積

量は30"mmを上回るまでになった｡人工林を齢級構成からみると育成途上の森林が

なお多くを占めているが，西南各地ではスギの生産が増えている。これを基盤にし

た新たな国産材製材工場は，外材製品と十分太刀打ちできるまでになった。これは

｢国産材時代」の確実な「芽生え」である。

今から少し前，『林業白書』（1987年度）は特集記事として「新たな林業技術体系

の構築」を組んだ。そこで紹介された先進国とわが国の生産力格差は大きなものが

あった。そして結論の部分で「林業，林産業の技術は，飛躍的な生産性の向上をは

じめ産業活動に大きな変革をもたらす…21世紀へ向けて林業技術のルネッサンス

ともいうべき新たな時代を築くことが今後の大きな課題」と述べたのである。低コ

ストを追求する政策は，その後，地についた動きとなって進められた。それは点の

存在であり，木材の生産から加工・流通に至る川上と川下までの提携というシステ

ムを構成するまでにはなっていないが，川上で，川中で，あるいは川下で低コスト

化事業が開花しつつある。しかし，伐採の生産性をみてもスウェーデンと比較して

3倍の格差があるといわれる。自然条件の違いはあるが，筆者らのフランスでの調

査によっても，モミ林の1立方メートルの伐採費が60～65フラン,搬出費が25～30

フラン，工場までの輸送費が30～40フランで,伐出費は120フラン前後，日本円に

すると2,500円になる。日本の1/4以下である。工場着価格が500フラン，立木価

格が400フランであり，工場着価格でも1万円を切る(95年3月)｡95年に初めて

フランスから日本に人工林マツ(maritimepine)力輸出された。「持続的経営」が

行われている森林から生産された育成材の輸入－これは今のところニュージーラ

ンド材など一部であるが－が現実のものとなっている。また，パルプ材ではアメリ

カ南部やブラジルなどでバイオテクノロジーなどを駆使した「ハイテク」林業が開

花しつつある。日本の林業はこれらとの競争を避けて通ることはできない。伐採費

のコス1､ダウンに続いて立木価格にも競争は及ぶだろうし，事実，造林の内部収益

率が1％ということは立木価格破壊そのものである。95年度の林業予算は「国産材

の低コスト化の推進」を一つの柱としており，国際時代の国内林業の競争力の強化

に向けた政策を展開しようとしている。

しかし，こうした低コスト化の追求はあまりに生産力第一主義と批判を免れない。

地球社会がグローバル化し，環境との共生なしに，国民経済さらには人類の存続は

ありえないだろう。来るべき未来は，林業が今よりいっそう環境共生的なものに変

わっていくであろう。このためには消費の局面で，また生産の局面で環境共生的な

構造へ政策的に誘導していくことが必要である。それには少なくとも「モントリオ

ール･プロセス」や「ITTO」などで合意された持続可能な森林経営の基準･指標－

この多くは，あるハードルを超えなければならないという定量的なものというより

定性的なものではあるが一を日本が率先して実行していくことであろう。

＜完＞
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持 薬八チノヂ 蕊本年の4)･1号(ケヤキ)に引き続き，樹種特集2回目のトチノキをお届け
します。より幅広い話題を各方面の方々から紹介していただきました。

明治薬科大学
生薬学教授》鍵瀧溌蕊溌灘識
おくやまとおる

奥山徹中国の古典『本草綱目』には｢娑羅子(サラシ)」

として，「七葉樹（娑羅樹)」と「天師栗（板栗，

刺五加)｣の2種の基原植物が収載されている。い

ずれも白い花を咲かせ，前者は甘粛，河北，河南，

山西などに，後者は峡西を主産地とし，ほかに湖

北，湖南，四川，貴州などに分布している。両者

の主な相違点は，後者の果実は卵形または倒卵形

で,長さは3～5cI11,直径2.5～4cII1,頂端は突起

して尖っている。品質はやや前種より劣る。

トチノキ科の植物は，アルカロイド，精油およ

び樹脂は少ないものの，アラントイン，アデニン，

アデノシン，グアニン，尿酸といった単純な構造

を持つプリン誘導体がしばしば存在する。また，

クマリン配糖体のエスクリン，フラキシンやトリ

テルペン系サポニン，ほかにデンプンの含量が際

立って多い。「娑羅子」の果実は，脂肪油31.8％，

デンプン36％，繊維14.7％，粗タンパク11％

から成り，脂肪油は主にオレイン酸とステアリン

酸のグリセリンエステルである。

l､チノキの実を昔は救荒食糧として“とち餅”

などにして食べ，民間療法としては，樹皮を止潟，

収赦薬として利用する。

『中薬大事典』によると，性味は甘，温，無毒と

なっている。主な薬効・主治は，中を寛やかにし，

気を整え，また殺虫の効がある。冷えによるおな

かの痛み，腹部の膨満感，寄生虫による痛み，マ

ラリア，淋病を治す。その用法・用量は，1～3

銭を煎じて服用する。または薬性を残す程度に焼

き，粉末にして服用するとある。しかし，“体力の

衰えた者や腺病質の者は服用してはならない”と

注意している。処方例として，胃の痛みには，娑

羅子1個を殼を除いて突き砕き，煎じて3服する

と虫は大便よりよく出るとあり，また，もろもろ

の原因による，胸の締めつけられるような痛みに

は，娑羅子を薬性を残す程度に焼いて灰にし，酒

といっしょに飲む，と紹介している。

また，トチノキ科で唯一現代医薬に供される｢セ

イヨウトチノキ」の種子は，静脈瘤とか痔に対し

て有効とされ，下腿潰瘍，静脈やリンパ腺の鯵血

状態に用いられる。溜まっている水腫を洗い出し，

水腫の新たな形成を阻止することによって，血液

循環を良くし，静脈の緊縮を正常に回復させる作

用がある。効き目のもととなる活性物質としては，

種子に約13％も含まれるサポニンの一種エスチ

ンやクマリン化合物としてのエスクリンが知られ

ている。

ぐ
セ
イ
ョ
ウ
ト
チ
ノ
キ
の

街
路
樹
の
下
で
（
鯵
、
ス
イ
ス
）

▲セイヨウトチノキの実
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継焦ホチノ子

森林総合研究所
種生態研究室§ 》鵬顎灘議の蕊態

すずきわじろう

鈴木和次郎
里伝

①
冷
温
帯
の
中
小
河
川
の
周
辺
に
生
育
す
る

ト
チ
ノ
キ
の
大
木
（
岩
手
県
胆
沢
町
）

あるが，セイヨウトチノキなどには，明瞭な刺が

ある。I､チノキ属の起源は，カエデ属やブナ属な

ど，他の多くの落葉広葉樹と同様，中生代白亜紀

後期（6千500万年前）にまでさかのぼるとみら

れる。トチノキの先祖は，温暖な環境にあった第

三紀の北極膣I周辺で繁栄した温帯性落葉広葉樹群

(第三紀周北極要素)の一つとして，日本列島では

古第三紀漸新世（3千万年前）に出現し，今日に

至っている。

＊

日本のトチノキは，北海道の札幌以北を除き，

日本列島全域の山地帯に分布しており，一般に，

沢沿いや湖沼周辺の湿性で，土壌が深く，養分条

件の良い立地に生育するといわれる。成長は比較

的早く，胸高直径2m,樹高25mにも達する。老

齢木になると幹の中央が腐朽し，空洞ができるこ

とが多いので，正確な樹齢を推定することは難し

いが，数百年は生きる長寿の樹木の部類に属する。

日本を代表する巨木にも数え上げられており，こ

れまでの報告では富山県利賀村にある「利賀のト

チノキ」が日本一のトチの巨木とされている。こ

のトチノキの幹周りは10mと巨大である。樹高

は9mほどで,樹齢は千年といわれているが,定

かではない。これほどの巨木とはいえないまでも，

日本各地にはトチノキの巨木が多数存在したが，

一部の保誰木を除いては伐採されてしまい，今日，

胸高直径が2mを超える巨木にはなかなかお目

にかかれなくなってしまった。

●花粉媒介者を引き付ける花と蜜

I､チノキは，古くから東北地方を中心に養蜂家

の蜜源として利用されてきた。かつてはニホンミ

ツバチを使って，トチノキの花蜜を集めていたが，

近代的な獲蜂技術の導入とともに，セイヨウミツ

バチが取って替わり養蜂の主役になった。トチノ

争冷温帯の山地渓畔域に生育するトチノキ

日本の冷温帯の中小河川周辺には，多様な樹種

で構成される山地渓畔林が成立している。この山

地渓畔林の中で，カツラ，サワグルミ，イタヤカ

エデなどとともに代表的な構成種としてトチノキ

が挙げられる(写真①)。トチノキは，とちのき科

(Hippocastanaceae)のトチノキ属(Aesc"I"s)

に属する高木性樹腫で，日本列島には一属1種，

トチノキ(A.〃"'6伽α"Blume)のみが分布して

いる。トチノキの仲間は，世界に約24種あり，ア

ジア，ヨーロッパ，インド，北アメリカなど北半

球に広く分布している。

トチノキ属は一般的には，高木種と思われがち

だが，北米大陸に分布する6種のうち，アカバナ

トチノキ(A."""L.)など3種は低木種であ

る。日本のトチノキは，花の色が薄黄色であるが，

セイヨウトチノキ(A.〃伽0"s"722"72L.)は白

を基調に赤の斑紋を持ち，アカバナトチノキは，

ピンクの花をつけるなど，種によって色調が異な

る。また，その花が鮮やかな紅色であることから，

広く園芸種として植栽されているベニバナトチノ

キは，セイヨウトチノキとアカバナトチノキの交

配種である。さく果も種によりさまざまに異なる。

日本のトチノキは，果皮の表面がざらつく程度で
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キの蜂蜜は，ニセアカシアやレンゲと比較すると

粘り気が多いとされているが，重要な林産物であ

ることは間違いない。この蜜源となるトチノキの

花は,300前後の花から成る円錐形の花序で,5月

下旬から6月上旬にかけて，トチノキの葉が完全

に展開してから開花する。この時期，トチノキが

混生する山地渓畔林を上空から眺めると，濃淡の

新緑を敷き詰めた林冠部に，多くの花序をつけた

トチノキの樹冠が花畑のように見える（写真②)。

これは，セイヨウミツバチのみならず，多くの昆

虫に蜜の存在を知らしめ，誘引するものと考えら

れる。

ところで,1､チノキの花序を椛成する数百の花

は，雌ずい，雄ずいを持つ両性花と雌ずいが退化

し雄ずいのみの雄花とから成っており，その中で

さく果へと成長できる両性花の数は，花序当たり

十数個にすぎない。このことは，多くの雄花で花

粉媒介者となる昆虫類を引き付け，両性花の受粉

を確実に達成しようとするトチノキの戦略ともい

える。

トチノキの花弁の色調は，開花から萎れるまで

変化する。花弁には蜜のありかを示す「蜜標」と

呼ばれる紋様があり，花粉および蜜を生産してい

る間は黄色で，生産が停止すると赤に変わる。こ

の紋様のシグナルで，花粉媒介者である昆虫類は

蜜の存在を知ることができる。一つの花の寿命は，

およそ8日間で，花序の上で次々と開花してゆく。

今日，養蜂業の儲んな地域におけるトチノキへ

の訪花昆虫は，圧倒的にセイヨウミツバチである。

▲②トチノキの開花

多くの昆虫（花粉媒介者）を誘引する

9

しかし，トチノキの受粉を助けるミツバチ類の送

粉効率は悪く，盗蜜者でしかないといわれている。

トチノキの送粉者の役割を真に担っているのは，

オオマルハナバチ，トラマルハナバチなどのマル

ハナバチ類である。トチノキは，こうしたマルハ

ナバチ類に蜜標によるシグナルを送って誘引し，

蜜と花粉の一部を提供することで，花粉を運んで

もらい，受粉を達成する。ちなみに，トチノキは

自家不和合で，他家受粉でしか繁殖できないと考

えられているが，確認されているわけではない。

霧動物に依存する種子の散布

前述したように，1､チノキの1本の花序につく

両性花は十数個にすぎない。また，受精した花の

子房のうち，さく果にまで成長できるのは，わず

かに数個（1～7個）である。子房は3室から成

り，各室に胚珠が2個ずつあるが，種子にまで成

長できるのはわずかで，さく果は通常，1～2個

の種子しか含まない。トチノキの種子は，直径が

4cm(乾燥重で9.49)にもなる大型種子のため，

物理的にも生理的にも，生産する数がおのずと制

限されるのは当然かもしれない。大きな種子を少

数生産するトチノキの戦略を，どのように考えれ

ばよいのか？

トチノキの種子の成熟は，ブナやミズナラなど

の他の堅果と比べて早く，9月末から10月初旬に

かけ一気に成熟落下する。種子の散布様式は，ま

さに落下するだけの重力散布であるが，落下した

種子は，即座にげっ歯類の採食の対象となる。も

っとも地域によっては，人間が食料として利用し

てきた。そのため，人間に持ち去られる採取圧が

1､チノキの更新に大きな影響を与えていたとみら

れる。さて，自然状態においては，落下した種子

がノネズミ類の採食の対象になり，落ちたそばか

ら持ち運ばれる。実際，小型のノネズミが自分の

頭ほどの種子を運ぶのは大変な苦労を伴うようで，

一度に運ぶ距離は短く，数回にわたり運搬が行わ

れている。運搬距離の実証的なデータは，現在の

ところ取られていないが，孤立木周辺の実生の分

布を調べたところ，少なくとも120mは種子が運

ばれていることが確認されている。また，種子は，
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職大きな種子の利益は？

動物，人間，それともトチノキ？

先にも述べたように，トチノキの種子は非常に

大きい。そのため，地下子葉の貯蔵養分で伸長す

る上胚軸の地上での長さは，他の樹木の実生に比

べ際立って大きく,30cm以上になる。これは，林

床植生が繁茂する場所では，他の植物との競争上，

極めて有利である。

ところで，この上胚軸が伸び切った段階で,l、

チノキの地下子葉が盛んにネズミによって奪取さ

れる。しかし，地下子葉を採食された実生が必ず

死亡するかといえば，そのようなことはない。こ

のことから，トチノキの地下子葉には，実生の発

芽・成長に必要な養分以上の余剰養分が貯蔵され

ていることがわかる。この余剰養分の存在が，ネ

ズミの食害からトチノキの実生を守るとも理解さ

れそうであるが，それは少し考え過ぎというもの

であろう。ミズナラやクヌギなど地下子葉を持つ

ブナ科の種子は，その子葉に，実生の発生に必要

以_l二の養分を貯えていることはよく知られている。

これらの余剰養分は，実生が小動物や昆虫などの

食害にあったとき，その再生回復に極めて有効に

働いていることがわかっている。例えば，トチノ

キでは_'二胚軸が切断されても，地下子葉に余剰養

分が残されていれば再び上胚軸基部から地上茎を

伸ばすことができる。一方，地下子葉の持ち去り

が直接トチノキ実生の死亡にはつながらないが，

その影響として，展開する成葉の小葉化を引き起

こすことがわかっている。

総トチノキの更新特性

発芽した実生のその後の経過は，どのようなも

のなのだろうか？トチノキもまた，他の多くの

樹木と同じように，実生段階で多くの個体が死亡

してゆく。図は，その一例を示したものである。

lhaのトチノキ林に発生した実生のうち,60%

が発生当年に死亡，消失した。その大きな原因は，

ネズミなど小動物による食害である。2年目以降

の死亡率は低くなるものの，実生の数はしだいに

減少してゆく。しかしその割合は，発生した環境

で明らかに異なる。渓畔林におけるトチノキの実

歩
③
ネ
ズ
ミ
類
の
貯
食
活
動
の
結
果
、

一
斉
に
発
生
し
た
ト
チ
ノ
キ
の
実
生

トチノキの本来の生育立地である渓畔域のみなら

ず，斜面上部にまで運搬されていることが明らか

となっている。

ネズミによって持ち運ばれた種子のうち，幾つ

かは早い段階で食べられてしまうが，一部は地面

に埋め，後で利用するという彼ら特有の貯食行動

(caching)により地中に貯えられる。これら貯蔵

種子のうち，食べられることなく冬を越せた種子

は，翌年発芽し，稚樹群を形成する(写真③)。し

たがって，トチノキは種子の一部をノネズミ類の

餌として利用させながら，片や彼らに種子の運搬

(散布)をやらせているということになる。この方

法の成功率は，ノネズミ類の個体数の増減や他の

採餌対象となる樹木種子の豊凶に大きく影響され

ることがわかってきた。

トチノキの結実は，ブナやミズナラなどと比較

して豊凶の差が小さいにもかかわらず，翌年の実

生の発生数に大きな差が現れる。その背景には冷

温帯林の主要構成種であるブナ，ミズナラの結実

状況とそれに強く影響されるネズミの個体数変動

があると考えられている。ブナ，ミズナラが豊作

であれば，ネズミの個体数は増加するものの，ネ

ズミの嗜好性から採食の対象がブナ，ミズナラの

種子へと向かい，貯食されたトチノキの種子は，

採食されることなく発芽することができる。しか

し，ブナ，ミズナラが凶作であれば，トチノキの

種子の多くもネズミの重要な餌源となり，実生の

発生は少なくなってしまう。

林業技術No.6431995.10
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生発生は，母樹の分布の

偏りにもかかわらず，ノ

ネズミ類による移動散布

のため，比較的均等に発

生する。とりわけ，風倒，

幹折れなどで林冠が疎開

した林冠ギャップ内の光

環境の良好な場所で，確

実に更新する。いわゆる

一斉更新型ではなく，ギ

ャップに依存する更新を

行っている。その結果，

トチノキ個体群のサイズ

(齢)構造は，小径木が多

いが明瞭な山を持たない

形を示す場合が多い。ト

出
現
１
２
４
８

/百~、

比
虫
に
よ
る
被
食

180

李

､LaQ/

｜

’ 死亡610

図・発生当年のトチノキ実生の消長（星崎：未発表）

されたトチノキの天然林は，海に連なる河川およ

び流域環境の保全に重要な役割を果たしている。

さらに，日本を代表する自然景観を構成し，養蜂

業の重要な蜜源林ともなっており，できるだけ保

護してゆく必要がある。破壊されたトチノキ林に

ついても，速やかに修復のための手立てが取られ

なければならない。そのような取り扱いの中で，

トチノキの木材資源としての利用を考えてゆかね

ば，近い将来水辺に成立する老齢な大径木から成

るトチノキ林を見ることはできなくなってしまう。

＊

最新のトチノキの研究については未発表の文献

が多いので，ここでは参考文献を挙げませんでし

た。これらの分野での研究は，トチノキ種子の散

布，実生の動態について東京大学農学部の星|聯ロ

彦さん,新潟大学農学部の入江潔さんが精力的に

仕事に取り組んでいます。また，トチノキ個体群

のデモグラフイーに関する研究では滋賀県の琵琶

湖研究所の大島有子さんが，繁殖生態，とりわけ

送粉・受粉機構については，京都大学生態学研究

センターの角谷岳彦さんが多くの最新のデータを

集積しております。仔細については，これら若い

研究者が近々公表すると思われる文献を参考にす

るなり．直接連絡を取るようにしてください。

チノキ天然林では，種子生産における豊凶の波が

少なく，比較的安定して供給されること，実生の

死亡率が他の樹種と比較して低いこと，耐陰性が

高く，しかも開放的な環境では成長が極めて良好

なことから，容易に更新が図られていることがわ

かる。

鰯トチノキ林の未来

天然に分布するl､チノキは，戦後の急速な森林

開発の中で，伐採・収稚の対象となり，その資源

量を減らし，老齢な巨木を見ることが少なくなっ

た。近年では，これに追い打ちをかけるように，

各種の砂防，治山工事がトチノキの生育立地であ

る河川周辺の環境を大きく変えている。そのよう

な中で，トチノキを重要な蜜源として利用してい

る養蜂関係者から，トチノキ林の保護を求める声

が強まっている。また，河川環境の保全を求める

立場から，1､チノキ林を含めた水辺林の保全を求

める声も大きくなっている。幸い，トチノキは種

子を供給する母樹が残ってさえいれば，更新はさ

ほど難しくはない。だから，実際に河川周辺の天

然林の伐採跡地でもトチノキは確実に更新し，時

間の経過とともに再生してゆくものと思われる。

トチノキは，もちろん重要な木材資源で利用価値

も高いが，一方で，今日，河川周辺にわずかに残

林業技術N0.6431995.10
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織蕊人チノヰ

の“食”縁毒潅ついて己
』
津
、器チノ

つじりようぞう

辻稜三⑪はじめに
京

トチノキ(Aesc"〃s加γ6伽αｵα）は落葉性

の大高木であり，ブナと並んで多雪地帯を象

徴する樹木である。かつては樹齢200年を超える

巨木が人里近くにあったが，栃盤の生産に伴って

乱伐されていった。トチは漢字で"栃”“橡”“栩”

とも書くが，トンズという方言を除けば，ほとん

ど方言を持たない')。トチノキが多く分布する地

域では，トチハラやトチボラ・トチオ･トチモト

などという「|､チ地名」が見られる。

トチノミ(Hol･sechestnut)は9月初めごろか

ら結実し始めるが，「なり年｣には1本の大木で1

石以上も採れることがある。1，チノミが食用に供

されるようになったのは，縄文時代中期初頭以降

である2)。トチノミにはアロインやサポニンとい

う強烈に苦いアク成分が含まれているので，生食

することはとても不可能である。東北地方を中心

に複式炉（灰の貯蔵施設を持つ炉）が発見される

に及んで，加灰処理によるアク抜き技術は縄文時

代中期後半には成立していたと考えられるように

なった3)。トチノミは,縄文時代の主食糧の一つで

あった。

トチノミは大篭に採れ，かつ，長期の保存に耐

えることができたので，多雪地帯では特に高い評

価が与えられた。日本力稲作を中心とする生産経

済に移行しても，トチノミは山村でずっと食べ続

けられてきた。イロリの上の火棚(ツシ，屋根裏）

は広い空間を持っているので，トチノミの格好の

貯蔵場所となった。山村にプロパンガスが普及し

てイロリが取り壊されたが，それを契機に1､チノ

ミの大量保存はなくなった。

②トチノミの採集とその慣行

1）採集道具

トチノミの採集には，2斗大の背負い用袋と3

～4升大の腰付けが用いられる。背負い袋は，麻

製やワラ製からビニール袋・リュックサックへと

京都府立城陽養護学校教諭 愚

変容していった。腰付けは腰に付けるカゴであり，

地域によってはテゴやフゴ・アジカ・コシズ・コ

イズなどと呼ばれる。腰付けの材質は，古くはシ

ナの皮やアケビのツル・ツヅラフジなどの自然植

物繊維であった。それが今ではワラ製・タケ製，

さらにビニール製という変容をたどった。

2）採集規制

トチノミは一般に自由に採集されるが，かつて

は共有林野（ナカマヤマ）を対象としてさまざま

な採集規制が設けられることがあった。採集規制

としては，「山の口明け」（トチノミ拾いの開始）

の日を決めるというのが大部分であった。しかし，

もっときめ細かい取り決めをする例があった。岐

阜県河合村坂上地方には，「スエキドチ｣というト

チノキがあった。これは，娘を嫁にやったときに

持参品として，持たせてやったトチノキであった。

秋になると，その実を拾いに来て婚家へ持って帰

る4)｡岐阜県春日村では，山林を売買する場合，ト

チノキが立つ六尺四方すなわち1坪の土地は売買

の対象としなかった。トチノキの所有権は，移動

することがなかった。これは「栃林権」と称され，

広く村民のコンセンサスを得ていた5)。東三河地

方や南信濃地方では，これを「栃坪」と呼んでい

る。また，東三河と南信濃・遠江地方にまたがる

地方では，トチノミの豊鼓を促す「なり木責め」

という習俗が継承されてきた6)｡一方,鳥取県若桜

町諸鹿では，「山の口明け」（ヤブヤブリ）が3回

もあった7)。

このような採集規制は，食糧としての1,チノミ

に大きく依存してきた地域ほど厳格に維持されて

きたといってよい。飛騨高地周辺はその核心であ

り，東は新潟県津南町，西は高知県大川村まで分

布する。トチノキは長い間「トメ木」「禁木｣扱い

にされてきた歴史があり，採集後にトチノミが平

林業技術No.6431995.10
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等に分配された例は各地にある。トチノミ食から

見た地域差は，採集規制からばかりでなくトチノ

ミ加工食品や加工工程・アク抜き技術・皮むき道

具からも指摘することができる。

鯵新旧二つのトチノミ加工食品と加工技術

1）バラエティに富む|､チノミ加工食品

トチノミ加工食品には，二つのタイプがある。

アクを抜いたトチノミとモチゴメ（古くはモチア
つ

ワ）を蒸して搗き合わせた「トチモチ」は，トチ

ノミの香りがして芳しく，味もすこぶるよい。正

月のハレの行事と結び付いていることが多く，各

地の山村で食べ続けられている。一方，元来はト

チノミだけでこしらえていたと思われる「1､チの

コザワシ」や「サワシドチ」「1､チザラシ」「トチ

のハナ」は，戦後しばらくの間作られていただけ

で，今日ではすでに遠い過去のものとなっている。

これらはアク抜き技術や加工工程が「トチモチ」

と著しく異なり，味覚という点でも見劣りがする。

また，正月行事との関連性も認められない。その

製法を熟知している人は，たいがい明治生まれで

あり，技術の伝承はきわめて困難な状況にある。

「l､チモチ」には必ずモチゴメもしくは雑穀(ア

ワ・トウモロコシ・キビ）が混ぜ合わされるので

弥生型トチノミ加工食品とみなされるのに対して，

「トチのコザワシ」や「サワシドチ」rトチザラシ」

｢トチのハナ｣には栽培作物との必然的な混合が加

工の段階で見いだしにくいので，縄文型l､チノミ

加工食品とみなしたい8)｡ただし,雑穀型トチモチ

はモチゴメ型トチモチに先立つものであり，縄文

時代にまでさかのぼることができる。rトチモチ」

は，1､チノミ加工食品のクライマックスといって

も過言ではない。

現在，トチノミ食の中心軸は奥飛騨地方と但馬

地方にあるが，｜､チノミ食の民俗的な分布はかな

りの広がりを持ち，かつ，かなり偏りが見られる

(図参照)。今日でもトチノミを加工する村落は日

本全国に点在するが，その北限は山形県羽黒町

～朝日村,その南西限は山口県錦町であろう。「ト

チモチ」の分布に対して，縄文型トチノミ加工食

品の分布はきわめて限られている。飛騨高地周辺

ｑ
民
俗
調
査
に
基
づ
く
ト
チ
ノ
ミ
食
分
布
図

200kmO(）

を中心に分布し，東日本にのみ見られる。縄文型

トチノミ加工食品のなかでも北上高地に分布する

｢I､チのハナ｣は加工技術の点で特異であり，ドン

グリ類のそれと類似している。北上高地は，四国

山地と並ぶ「トチモチ」が欠落する二大地域の一

つである。

2）トチノミの加工技術

（1）「トチモチ」の加工

事例石川県白峰村白峰

①トチノミをオケの水に2～3日間つけて虫殺

しをする。②渋皮を取りやすく，かつ，腐敗を防

ぐために天日乾燥する。③かつては｢アマ」(火棚）

に上げ，しばらくコグツ（カマス）に入れた。④

1月10日ごろ,1升枡で計量し，熱湯に1晩つけ

休業技術No.6431995.10
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る。⑤ぬるま湯につけながら歯で皮をむく。かつ

てはイイ（結＝農作業等のユイの意）でやってい

た。最近は，金鎚を使うことが多い。⑥流れ川で

7～12日間つける。⑦ナラかブナの灰をトーシに

かける。⑧鍋で灰を煮る。⑨その鍋にトチノミを

入れ，板で混ぜてl～2日間置く。ワラブタをか

ぶせ，外側はムシロを巻く。これをアクダシとい

う。⑩アク抜きの確認をする。焼いたり炊いたり

して味見をするが,rトチガユ｣にすることもあっ

た｡⑪ザルに入れて灰を洗い落とす｡⑫水に20分

間つける。⑬トチノミとモチゴメを2対3の割合

で蒸す。⑭キネで搗く。旧正月～4月末まで作る。

（2）「トチのコザワシ」の加工

事例岐阜県神岡町佐古

①トチノミをオケの水に1晩つけて虫殺しをす

る。②天気にもよるが，だいたい1週間ほど干す。

③｢アマのタカ」（天井)に上げる。④ぬるま湯に

つけて温めながらテンシ（手石）でたたいて皮を

むく。かつては歯でむく人がいたが，最近ではク

ジリという二枚板の道具を使う人もいる。⑤6升

鍋で炊く。⑥水を切り，洗う。⑦細かくつぶす。

⑧トチの粉をトチダナ（栃棚）に移し，その上に

麻の布を敷いてトユから水を1日間落とす。⑨柿

をつぶして渋を採る。⑩柿渋をトチダナヘ移して

混ぜ，水を落とす。⑪味見をする。⑫麻製のフル

イに通してカスを取り除く。⑬絞る。汁をかけて

食べる。

（3）加工技術の検討

「トチモチ」の加工には，虫殺しや天日乾燥.ア

ク抜き，その確認作業が欠かせない。アク抜きに

▲「トチのコザワシ」の加工（岐阜県根尾村能郷）

林業技術No.6431995.10

は，水さらしや加熱処理・加灰処理という三つの

技術があり，加熱処理と加灰処理が同時に行われ

ることが多い。加灰処理は9rネリアク」（トチノ

ミと熱湯・灰を練り合わせる）と「タラシアク」

(採取した灰汁にトチノミをつける）に分かれる。

全国的には『ネリアク」が卓越するが,rタラシア

ク」は紀伊山地や中国山地西部・奥飛騨地方の一

部に見られる。「タラシアク｣は，オニアクやクイ

アク・ナガシバイなどの独特の呼称を持ち，概し

て加熱効果が弱い。また，加灰処理は2回行うこ

とがある。四国山地では「タラシアク」をトチノ

ミやトウモロコシを煮固まらせるので,これを｢カ

タメアク」と呼んでいる。

トチノミのアク抜きは，格別に難しい。水さら

しには冷たい水が必要であり，塩分や異物が混ざ

るとアク抜きは失敗する。灰はナラやブナ・クリ

などの雑木がよく，外材の灰ではアクが抜けない。

その意味でトチノミ食の文化は，日本の森林生態

系からすべて生まれたといえる。トチノミを長時

間加熱しすぎたり灰の量を多くしたりすると，ト

チノミの目減り率は異常に高くなる。アク抜きの

確認には，①味覚(辛いとよい)，②色覚(赤黄色

いとよい)，③触覚(柔らかいとよい)の三つが多

用される。火棚でトチノミを大量に貯蔵する習俗

は，西日本よりも東日本でより盛んであった。

「トチのコザワシ｣には，必ず①実の煮沸，②粉

砕,③トチダナでの水さらし,④柿渋やソバガラ・

木灰。トチノミの皮を利用したアク抜きが伴う。

アク抜き技術としては，①③④の工程がおのおの

独立している。加灰処理は，もともと随伴してい

▲トチノミの加灰処理（岐阜県神岡町佐古）



なかったと思われる。岐

阜県根尾村能郷では，ト

チノミのオニ皮をしごい

てアク抜き用に使うが，

アク抜き技術の起源を考

えるうえで興味深い事例

である9)。「トチのコザワ

シ｣の加工工程は，「トチ

モチ」のそれに比べて簡

素である。モチゴメとの

結び付きはなく，味覚の

点ではかなり劣る。

1

⑥トチノミの皮むき道具

トチノミの皮むきには，歯(口)やトチムキ石・

トチムキ・金鎚・木鎚が用いられる。人の歯によ

る皮むきは最も古い形態であり，飛騨高地を中心

にして秩父山地～奥会津地方まで点在する｡「トチ

のコザワシ｣の分布と類似している'0)｡ユイ(結)に

よって皮をむく慣行は，歯による場合だけである。

トチムキ石の利用は，四国山地や飛騨高地の一

部・南信濃地方・秩父山地に見られる。縄文遺跡
たたきいし

から出土する敲石との関連については,定かでは

ない。トチムキ(仮りの総称)は二枚板を重ねた道

具であり，クジリやトチヘシ・トチムキ(地方名)・

アングリなどと呼ばれる。北上高地から中国山地

西部にまで広く分布するが，四国山地には伝わら

なかった｡発生の時期や拡散過程については,不詳

である｡飛騨高地周辺ではこれらの道具がすべて

使われているので，再度精織な調査を試みたい。

鰯おわりに

トチノミの食習俗は，アジアの中では日本だけ

にしか存在しない。縄文文化の特異性は，トチノ

ミ食やそのアク抜き技術である加灰処理と深く関

係している。それゆえトチノミ食の研究は，日本

の基層文化の一つである縄文文化の研究となりう

る。また，自然経済，とりわけ植物性食糧資源の

利用とその開発技術に対する研究は，日本文化の

形成や起源を明らかにする研究と軌を一にしてい

る。一方，トチノミ食の調査・研究に伴って，1，

チノミ食を指標とした地域分析が両晴呂になってき

15

▲トチヘシ（福井県小浜市上根来）

qトチムキ石による皮むき（岐阜県白川村鳩ケ谷）

た。トチノミ食に対しても学際的な研究が待たれ

る。

トチノミ食は東北地方の東側（北上高地）や四

匡|山地ではかなり衰退したが，「トチモチ｣が商品

経済に繰り込まれて活性化した例も少なくない。

山村の観光地や温泉場では，特に著しい。トチノ

ミのセンベイやカリントウも市場に出回っている。

山の珍味である「トチモチ」は，近い将来，冷凍

庫の普及と機械化により，家庭の食卓を賑わすか

もしれない。「1､チモチ」を食べることによって，

縄文と弥生の味をかみしめたいものである。

【参考文献1

1)中川重年(1993)『山菜』小学館188頁．
2)渡辺誠(1985)r繩文文化の発達とブナ帯｣『ブナ帯文化』
思索社95頁。

3)前掲2)95～96頁。

4)江馬三枝子(1938)｢栃について一農民の食料調査その四J
『ひだびと』6年2号（飛騨土俗学会）49～56頁。
5)森義一(1938)「栂斐郡秤||の栃林権一山林に生じた不文
律」『ひだびと』6年11号（飛騨土俗学会）516～517
頁。

6)静岡県(1991)『静岡県史資料編25民俗三』526～527

頁．
7)辻稜三（1993）「中国山地におけるトチノミ食とその地

域差について」『人文地理』第45巻2号（人文地理学
会）69頁。
8)辻稜三（1989）「わが国の山村における堅果類の加工に
関する文化地理学的研究」『立命館文学』第510号(立
命館大学人文学会）181～185頁。
9)辻稜三(1990)「古いトチノミ加工食品の写真による復
原とその意義」『立命館文学』第517号(立命館大学人
文学会）95～99頁。
10)辻稜三(1989)「飛騨高地周辺におけるトチノミ食の地
域的特性について」『立命館地理学忠1（立命館地理学
会）108～110頁。
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織誇メチノヰ

長野県工業試験場

うえだともひこ

上田友彦

鋤はじめに

トチノキ材を使った木工品は私たちの周りで結
びつ

構存在感を持っている。お盆や茶櫃等のロクロ製

品，ソバのこれ鉢，木彫の皿類，しゃもじ，文箱

栃杢の茶箪笥，ムクのテーブル等いろいろな

ところで使われており，生活になじんでいる。

結撒次らかいのでキズはつきやすいが，あま

り違和感を感じさせないようである。トチノ

キの木工品は山元に近い所で産地を形成し，

生産されていることが多い。これはトチノキ

の分布や材質によるものと思われるが，非常

に特徴的なことと考えられる。そこで，この

トチノキ材がどのように使われているのか，

どのようなものが作られているのかについて，

長野県の状況を例としてまとめた。

②トチノキ材の材質と加工

トチノキは里山等の谷間に自生し，かなり

大木になっているものも見られる。トチノキ

材は典型的な散孔材で，板目面にリップルマ
ち

－クを生じるのが特徴である。肌目は繊密で

美しく，絹糸光沢を有している。気乾比重

0.52程度で広葉樹材としては軽軟であり，切

削や研削等の加工性は良好といえるが，かな

すじがあったりして刃物の切れを悪くするこ

とがある。乾燥性も良好の部類に入るが，狂

いを生じやすい。耐腐朽性については良好と

はいえず，ブナ材に見られるように白色腐朽

との境界に黒い帯線を生じることがある。ト

チノキ材は往々にして杢を生じることがあり，

トチノキ材の利用はこの杢の存在が大きいも

のと考えられる。写真①に杢等の表面性状を

示す。全面に杢のある場合は銘木として珍重

されているが，一部に少しの杢があるような

場合でも独特の表現が可能と考えられる。

鯵トチノキ材の工芸品

トチノキ材は，その材質的，加工的特徴からい

ろいろな製品に使われており，挽物（ひきもの)，

割物（くりもの),彫物（ほりもの),指物（さしも文箱，

F迩欝色 》
品
等
一

雨
閂
『

画
一
『
ｑ
ｌ

~

ﾛ誼

蕊
P

－

K
トB
F

勘
早■,＝

量藤｡
帯線入り
昆亜一一

0

▲①トチノキ材の杢等の表面性状

林業技術No.6431995.1()
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の)等の分野にまたがっている｡挽物や剖物で

は木材のブロックから削り出していき，集成

化されたものは基本的に使われていないので，

大径材から木取りをする必要があり，これら

の供給が可能な地域に産地を成功させている。

(1)挽物工芸
ろくろ

木地師あるいは轆轤師は古くから全国各地

の山間部を移動しつつ集団生活を営んできた

が，明治以降しだいに定住化し，産地を形成

するようになった。全国各地の産地では地場

に応じた木材を使っているが，東北南部から

関東，甲信越，北陸地方にかけて|､チノキが

よく使われている。これは入手のしやすさや

加工性，仕上がり感によるものと考えられ，

特に杢のあるものは付加illi値の高いものが多

い。長野県の南端，木曽郡南木曽町に国の伝

統的工芸品に指定された挽物の産地がある。

ケヤキ，センノキ材も使われているが，それ

以上に1､チノキ材による実用的な盆，鉢，柵

等の挽物製品が職人たちによって作られてい

る。ここの製品は材を検挽きした素材感あふ
．;･きうるし

れるものが多く，拭漆仕_上げのほか，白木仕

上げ，ポリウレタン着色塗装のものがある。

杢の生じたものは付加mi値が高いので拭漆仕

上げが多い。写真②～③は杢の美しさを表現

した拭漆の作品である。長野県木曽郡楢川村

を中心に国の伝統的工芸品に指定された木曽

漆器の産地があり，挽物技術等による漆器木

地としてトチノキ材が活用されている。

(2)割物工芸

木材ブロックから直接削り出した割物工芸

は，農閑期の副業として作られ，集団化して

きたものといえる。長野県北端の栄村秋山郷

では，冬季雪に閉ざされることから，ソバの

これ鉢を作り，近隣への需要を満たしてきた。

これ鉢はもっぱらトチノキ材を用い，半年以
ちょうなやりがんな

ｄ
②
茶
櫃
（
コ
ブ
杢
拭
漆
小
椋
栄
一
氏
作
）

Ｉ
Ｉ
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ｌ
聖

’

ｑ
③
盆
（
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ヂ
ミ
杢
拭
漆
小
椋
栄
一
氏
作
）

８
１
Ｎ
３
Ｉ
Ｉ
ｉ
祁
川
ｉ
Ｉ

ｑ
④
こ
れ
鉢
（
未
塗
装
）

ー

I

上水中貯木してアク抜きしたものを手斧,槍鉋で

仕上げ，いまだに旋盤やルータ等で前加工を行っ

ていないようである。最近は手作りの良さが評価

されるようになってきたが，ロクロ製品ほど簸産

できず，非常に素朴で味わい深い製品が作られて

いる。写真④はこれ鉢の例で塗装していない木地

の製品である。割物製品ではあまり杢の存在は重

視されなかったが，写真⑤は杢を生かした拭漆の

林業技術No.6431995．10
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期以降，茶箪笥，長火鉢等の和家具を，独特

な裏染めという技法により染色した突板を練

りつけた製品が量産され，一時代を築くほど

であった。これは1､チノキのタマ杢等の杢の

突板を裏側から染料や薬品で着色し，練りつ

けた後，ラッカーやカシュー等により鏡面塗

装したもので，杢が一層鮮やかになり，独特

に表現された製品であった。写真⑦は木酢酸

鉄による裏染めの製品である。戦後婚礼家具

が普及した時期に，この裏染め技術を婚礼家

具に応用した写真⑧のような製品が長野県内

でかなり生産された。非常に派手で存在感の強い

ものであったが，婚礼家具の衰退とともに徐々に

姿を消していった。展開しだいでは有望な技術で

あったが，最近ではタマ杢等の突板もほとんど入

手できないということである。また長野県には大

都市から木工をやりたいとして転入してきた多く

の職人がおり，彼らの中で大径材が入手しやすい

トチノキ材で，ムクのテーブル，サイドボード，

ベンチ等素材感を生かした製品が作られている。

写真⑨は和風リビングセットの例である。少しで

も杢のある場合はそれを上手に表現するなどクラ

フト的な製品展開力i行われている。指物工芸は基

本的に消費者との近接性が要求されるので，松本

市や飯田市等の山元に近い地方都市周辺に多く見

蕊蕊し
⑤
菓
子
器

(拭漆長野県工業試験場参考作品）

例で，盆，菓子器等も考えられている。

(3)彫物エ芸

木彫用にホオノキ，カツラ，シナノキ材等の軟

らかく，加工しやすい木材が使われているが，そ

れと同様のものとしてトチノキ材も用いられてい

る。長野県では，大正期に農閑期の裏作工芸とし

て地域の風物や風俗を取り入れた室内装飾品や実

用製品を作ろうとする農民美術運動が展開され，

上田市を中心として定着し，集団化した。この流

れが白馬や大町地域にも広がっている。また軽井

沢では家具や小木工品を対象とした軽井沢彫りが

生産され，トチノキ材が主として使われる。

(4)指物工芸

トチノキ材の杢を生かした文箱，硯箱，小引出

し等の小物の指物製品は各地で作られている。

写真⑥は長火鉢の拭漆仕上げの例である。大正 ぐ
⑦
茶
箪
笥

■ ＝

惨
⑥
長
火
鉢
（
チ
ヂ
ミ
杢
拭
漆
）

_士_,△』ユ些一

言
‐
卜

(タマ杢突板褒染めカシュー鏡面仕上げ）
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られる形態である。

鐙おわりに

割物，彫物では加工の容易さ，挽物，

指物では仕上がり感の良さがトチノキ材

を特徴的にしたものと思われる。挽物で

も割物でも比較的大きなブロックが材料

となり，突板利用のもの以外でトチノキ

材が工芸材料として有力でありえたのは，

量産化になじまなかったこと，木材が手

に入りやすいことがその利用を方向づけ，

農山村部での産業や副業として適当なも

のであったのではないかと判断される。

木材が私たちの暮らしの周りにあって，

住環境から生活雑器に至るまで，生活の

いろいろな場面で幅広く使われてきた。

これらの多くがプラスチックやアルミニ

ウム等の製品に置き換えられ，最近では

海外からの輸入が激増し，この分野を支

えてきた地場産業は極めて厳しい局面に

立たされている。特に木材資源に依拠し

て成立した小物木製品を主とする産地で

は，その地域全体の社会経済に影響する

大きな問題ともなっている。しかし，木

材が暮らしの周りで非常に多様に使われ

ているのは，木材が人間の生活になじむ

とか優しいとかに表現される独特の良さ

に起因するとすれば，他の素材とは基本

的に競合しないし，また海外では表現で

本的な生活文化を提供することも十分に1

ると考えられる。したがって，山村工芸

１
．
１
口
凸
『 ｑ

③
婚
礼
家
具
セ
ッ
ト

『
函
函
軍
エ
唖
】
》
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（タマ杢突板裏染めポリエステル樹脂鏡面塗装）
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ピ
ン
グ
セ
ッ
ト

(拭漆長野県工業試験場デザイン）

源に依拠した地場産業として把握すると，山村工

芸とトチノキの位置も明確になってくるだろうと

考えられる。

また海外では表現できない日

供することも十分に可能であ

たがって，山村工芸を木材資

お
知
馬
せ

争第35回治山研究発表会が10月25，26日に日本都市センター（東京都千代田区平河町2-4-1）で開催されま

す。自由テーマのほか，指定テーマはr火山地域における治山対策」「都市周辺における治山対策｣です。26
日11時～12時には，名大の末田達彦氏による｢氷の下の森林」と題する講演があります。主催＝治山研究会
（林野庁治山課内)。また，同会場にて治山研究発表会閉会式後の26日14時～17時半に，第33回治山シン

ポジウムが開催されます。テーマは｢地震による山地災害とその対策｣で，北大･新谷融氏，林野庁指導部・
菊池章氏の座長により，三重大･川邉洋氏，函館営林支局･武沢捷雄氏，兵庫県･峯田英紀氏，神奈川県・
小沢操氏の4氏による話題提供が予定されています。主催＝治山懇話会（林野庁治山課内)。

零第3回NACS-J自然保護連続セミナー「今こそ『自然保護3をとく./VOL.n」が開催されます。第1週

11月14日は「今こそ考える『自然保護』，その意味」青柳昌宏諦師，第2週11月21日はr人は自然とどう
生きればよいか一SustainableUseを考える｣堀信行誰師,第3週11月28日は｢すべての種が生きられる？

－生物の多様性」小野幹雄講師です｡問合せは,日本自然保護協会･連続セミナー係まで恋03-3265-0528。

林堆技術No.6431995,10
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織焦トチノヂ

1.l1形県西村山郡朝日町
ビーズファーム鍵

あんどうりゆうじ

安藤竜二

いる。もう日本にはハチミツだけを収穫して生活

している養蜂家は，おそらくだれ一人としていな

い。そればかりか，ハチミツの収穫をほとんどあ

きらめて，ミツバチの貸し付けだけを主な仕事に

する人が増えている。それは，戦後に始まった拡

大造林計画，それに続くリゾート開発などにより

減ってしまった蜜源樹と，それに輪をかけて植物

の生理を狂わしている昨今の異常気象が原因であ

る。毎年カモシカやクマが森からはみ出して駆除

されるように，養蜂家も毎年はみ出してしまって

いるのである。

鯵山形県における養蜂

私の住む山形県朝日町は，県のほぼ中央部，磐

梯朝日国立公園の主|峰大朝日岳の東部山麓地域に

位置し,町の76％ほどが原生林を含む豊かな山林

で占められている。また，最上川の両岸に広がる

肥沃な土地では，リンゴなど果樹の栽培が盛んに

行われている。国立公園に守られた森と，広大な

果樹園という恵まれた地域性は，養蜂家としてま

似
①
ミ
ツ
バ
チ

「百年以上のトチノキだったら，1本で1日に1

斗の蜜を出してくれる」

「トチノキは4年に1度大豊作になる」

私たち養蜂を仕事とする者の間で語り継がれて

いる言葉である。しかし，若輩者の私はまだこの

言葉を実感したことがない。

鯵現代の日本の養蜂

日本の広葉樹の森には，蜜を出してミツバチや

昆虫をはぐくんでいる樹木がたくさん存在する。

その中でも飛び抜けてたくさんの蜜を出し，美味

で，われわれ人間にもその恵みをもたらしてくれ

る樹木となると，やはり「トチノキ」が挙げられ

る。レンゲやナタネの作付けがほと

んどなくなった現在，河川敷の保護

などに植えられた帰化植物の「ニセ

アカシア」とともに，全国の移動養

蜂家が注目している蜜源といえる。

一般的に養蜂業というと,｢ハチミ貯蜜巣→
ツを収穫するために花を求めて九州

から北海道へ移動する仕事」という

ふうに思われているが，現代におい

てはそのようなロマンのあるスタイ

ルはとうに崩れてしまっている。実無駄巣→
際には，果樹園へ花粉交配用のミツ

バチを貸し付ける仕事をしながら北

上し，最後にトチやニセアカシアの

森へ入るというスタイルに変わって ▲②トチノキのハチミツでいっぱいになった巣と無駄巣(下部）

林業技術No6431995．10
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だまだありがたい環境といえる。

父親と経営するわが養蜂園が最も忙しい季節は

春。リンゴ畑へミツバチを導入する仕事から始ま

る。殺虫防除により媒介昆虫の少なくなった果樹

園に，花粉交配用のミツバチは欠かせない。また，

同じ種類の花ばかりを追って蜜や花粉を集めるミ

ツバチの習性は，着果率が高く，奇形果の少ない

豊かな実りをもたらしてくれる。

そして5月中旬，森にトチノキの花が咲くとい

よいよハチミツの収櫻である。この季節，私たち

はへ1､へI､になりながら連円の採蜜作業をこなし

ていく。まだ生活の半分以上をこのトチノキのハ

チミツに託しているだけに，1日だって休んでは

いられないのである。

1､チノキのハチミツの収穫とともに，私にはも

う一つの大切な仕事がある。それは，この季節に

ミツバチがたくさん作ってしまう「無駄巣」を集

める作業である。無駄巣というのは，巣枠以外の

部分に作ってしまう巣のことで，これを切り取っ

ておかないと巣板は巣箱の中にくっついて抜けな

くなってしまうのだ。私はこのミツバチの巣を梢

製して，「蜜ロウソク｣を作り販売している。ご存

じない方は戸惑われるかもしれないが，ミツバチ

の巣は，蜜を食べた蜂が分泌する「蜂ロウ」で作

ぐ
④
蜜
ロ
ウ
ソ
ク
の
製
作

▲
一

▲

ｰc一～

▲③蜜ロウソク

鈍「

惨
⑤
ト
チ
ノ
キ

▲⑥トチノキの植栽

林業技術No.6431995.10
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▲⑦ミツバチ観察会

られているのである｡ススの出ない，赤っぽい柔

らかな明かりに最近人気がある。無駄巣が採れる

のは，この季節だけに限ったことではないが，そ

の大半はトチノキの恵みといえる。

鯵トチノキの植栽事業

山形県の養蜂組合では，蜜源の増殖事業として

20年ほど前から毎年トチノキの植栽を行ってい

る。重い苗を担いで1本ずつ植えていく作業と，

大きく育つまで欠かすことのできない下刈り作業

は大変な重労働である。しかも，そんな努力のか

いなく雪に倒されたり，土砂崩れに遭ったり，日

照りで枯れてしまったりと悔しい思いをすること

が多い。

花が咲くのに十数年。豊富な蜜を出してくれる

ようになるには数十年かかってしまうこのスパン

の長い植栽事業を，希望を持って始めてくださっ

た先人の努力には頭が上がらない。初めのころ植

えた木は，もう花を咲かせ実をつけている。私の

代にこれらのトチノキの豊かな恵みを得ることは

難しいだろうが,次世代にはまた，「百年以上の木

は1日1斗の蜜が収穫できる」と誇らしく言える

日が来ることを確信する。

鐘現代の養蜂家が成すべきこと

私の所属する山形県養蜂組合西村山支部では，

植栽事業とともにもう一つの活動を試みている。

それは，地域ならではの養蜂家として，地元の小

学校や自然観察会などで行う「地域学習」や「環

境教育」に一つの教材的な役目としてかかわって

いこうとするものである。もちろん養蜂家は教育

林業技術No.6431995.1(）

▲③体験，蜜ロウソク作り

者ではないので，知っていることを話したり体験

させたりといったお手伝い役である。自然の中で，

自然の豊かさをそのまま仕事にしている数少ない

職業の養蜂は，具体的に地域の特性や豊かさを伝

えられると教育関係者に期待されている。

手始めに昨年は，民間の町づくり研究会の考え

に賛同し,｢みつばち～朝日岳山麓における養蜂の

営み～」と題した小冊子作成に全面的に協力し，

発行することができた。養蜂のことやトチノキの

ことが各組合員の言葉で理解できる内容になって

おり，少しずつ地域の小学校などで副読本として

利用されている。そして，今秋には植栽地近くの

小学校の児童たちと一緒に，トチノキの植樹，下

刈り，ミツバチ観察，蜜ロウソク作りなどを予定

している。

また，私事であるが，養蜂組合に後援していた

だき，蜜ロウソクエ房を週末だけ公開する「みつ

ばちサテライト」を運営し，展示パネルや道具を

使って，訪れた人に養蜂やトチノキについての紹

介をしている。また，「体験1はちみつの森｣と題

したさまざまな講座も開催している。

養蜂はこれまで，自然の生き物であるミツバチ

を使役し，自然の植物から無償で蜜をいただいて

きた職業である。環境問題が取りざたされている

昨今，そろそろ，われわれ養蜂家が無償で自然に

対してお返しをする時期ではないかと考えている。

大げさかもしれないが，養蜂家は環境問題解決の

一つの大切なカギを持たされているような気がし

てならないのである。
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織麓メチノヰ
＊福島県ふるさと産業おこし

電
電

ザ

雲
おおさわあきら

3裂し，種子が1個あって 大沢章鵜
栗色で光沢のよいものが良

質である。乾燥すると発芽が悪くなる。種子には

サポニン，タンニンを含み，でん粉の吸光度から

アミロース含量は41％ぐらいあって,炭水化物と

してはイモ類やでん粉と比較してかなり良質であ

る。またテクスチャーは，そばと比べ滑らかで弾

力性がある。脂質含量はマツの実より少ないが，

脂肪酸が20：1以上存在している(表参照)。トチ

のでん粉質は小麦などの農作物の中ではトップク

ラスに加えられる。ただ，強烈な苦味を持つ“サ

ポニン"を除去することが決め手で，皮剥き機(圧

力で剥皮する法）や粉末化処理法が考案されてい

る(図①②)。新芽は植物病原菌に対し抗菌性を持

つ物質を含み，開発の可能性を秘めている。

葉は大きく暴風や干ばつの害を受けやすく，す

ぐには更新しない。有毒ガスや煤煙には弱く，実

の栽培地は限定される。

⑮トチノキの栽培

山地に生える日本特産の落葉高木で，近年，ふ

れあいの森づくりや街路樹，公園樹，蜜源樹など

としても栽培されており，実の収稚もされている。

トチの実は，縄文の昔から食べられていた木の

実で，いわば古代食として，救荒食としてもなじ

み深いものである。最近，ふるさと産品として各

地の観光地などで見直され，トチ餅，トチようか

んなど飛ぶように売れている。しかし，実のなる

トチノキ資源が急激に減少し，需要を満たすこと

ができないのが現状である。このため，自然採取

から脱皮し，「採るトチの実から，つくるトチの実

へ」と栽培化の動きが求められている。農山村で

は近年荒畑，未利用放牧地などの遊休地が目立っ

て多くなり，適地にトチの栽培が望まれる。

｜､チは，実が採れ，葉や花が大型で美しく観賞

価値が高い。それに花から良蜜を産し，わが国山

村の蜜源の王座を占めている。材は漆器の木地，

家具，盆などの木工品として重要で，栽培が有望

である。

②栽培の基礎知識

(1)植物としてのトチの特徴

トチノキ科の落葉高木で高さ30m,幹の直径

60cI11の大木になる｡花序は長さ15～25cm,軸に細

かい毛が生える。花は直径約1.5cmで，雄花と両

性花とが交じる。雄しべ7，雌しべ1で，雄花で

は雌しべが退化して小さい。雄花と両性花が同じ

花序に咲き，受粉率は高いが，花期が5～6月で

梅雨期にぶつかると，開花結実の条件が悪くなる。

また，開花は気温の変化によって左右されるが，

多雨，多湿を避けて開花する場合が多い。これは

日本風土で長い間育った原生種の強みで，栽培し

た場合，安定した生産につながる要因である。

果実は倒卵球形，径約4cInのさく果で，熟すと

木の実の脂肪酸組成表(％）

広井勝氏(MIl11女子大学）の研究報告による。

Ｐ

《
体
積
膨
張
】

し

【
蒸
気
（
高
圧
）
■

し

【
密
閉
容
器
》

▲図①渋皮脱皮機（瞬間剥皮）
製造特許キッコーマン㈱
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品名、脂肪酸

トチの実

マツの実

クリ（筑波）

16：0

17.0

5.2

18.3

18：0

0.6

1.7

0.8

18：1

328

31.2

11.5

18：2

30.8

459

58.7

18：3

5.8
ー

10.0
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葉樹から成る渓|伴林に発達している。そのため，

腐植質に富んだ適潤地が適している。直根性であ

るため土層の深い排水のよい，やや傾斜した地が

よい。植えた林床にシダ類が繁殖する環境では生

長が早く，良質の果実が収穫できる。以上のよう

な肥沃な適潤地で空中湿度の高い所では，陽地で

もよく生長する。

どんな所に植えても実はなるが，実が小さく収

域が少ないので，適地に植えることが大切である。

気象条件は，日本の環境に適してはいるが，高温

が続き雨量の少ない所では実が小さく収量が少な

い。

(4)種類と品種・系統

トチノキ科の種類は世界に約25種,日本に1種

であるが，果実の食品利用の場合は，マロニエは

トチの実に比して若干品質が劣るが活用できる。

パリの街路樹で有名なマロニエは本種でなく「ウ

マグリ」という種であり，マロニエと同じ活用が

可能と思われる。いずれもサポニンを含むほか日

焼け用の香油になるグリコシードを含んでいる

1 ，ロール・クラッシャー（牧野鉄工所製）

▽

16メッシュのﾌﾙｲで大きな果皮を除くし
▽

1ポット・ミル(牧野鉄工所製)】
▽

q60ネッシユおよび80メッシュにﾌﾙｲ別け】

０
▽
》
▽
岡
▽
》
▽
一
▽
岡

▲図②トチの実粉末処理法

福島県ハイテクプラザ研究報告による。

(2)生産の現状と動向

天然資源には限りがあるため，需要に伴って栽

培が試みられてはいるものの，実の収極を目的と

した栽培は本格的には行われていないようである。

しかし，公園樹や街路樹としてはかなり植えられ

ている。ふれあいの森づくりでは福烏県舘岩村で

昭和57年にl.9ha植えられ,10年日ごろから結

実している。一般の植林で全国的に多い所では，

兵庫県村岡町が5ha(10,500本)植栽し，計画で

は10万本を目標にしている。また，蜜源林として

山形，福島県などで植えられている。

果実の生産については，天然木からの採取が大

部分で東北地方や北海道で採取されるが，需要が

高まり価格が上昇するばかりである。現在は餅米

の相場で取り引きされている。

(3)実採り栽培の適地条件

陰樹である力:陽地にも耐え，生育は旺盛である

が，葉が大型で蒸散作用が高く，乾燥に弱い。自

然林では渓流沿いにカツラ，サワグルミなどの広

▲トチの実

▲マロニエの実（剥皮装置処理後）

林業技術No.6431995.10
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ｌ
種
子
は
光
沢
が
あ
る

果実にトゲがある

サ
ヤ
は
３
つ
に
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か
れ
る

一

］

一
一

種子にグリコシードを含む

▲図③マロニエ(A"c"伽s〃”"0“s加"""z)の種子 ▲図④トチのタネ播き付法（筋播き）

(図③参照)。中国のシナトチノキ（七葉樹）は果

実が小さく経済性に乏しい。トチの変種ウラゲト

チノキはトチのように実が活用できる。

寒冷多雪地滞には地域の優良系統が残っている

ので，選抜して頂芽を春に切り，接ぎ木して増や

すことが課題である。

③実採り栽培の実際

(1)繁殖法（種子繁殖）

種子繁殖が最も簡単で短期間に大量生産ができ

る。採種は，毎年結実している木で品質のよい優

良系統から9～10月にかけて採種する。落~下種子

は虫がつきやすいので速やかに採種し，一昼夜水

につけて殺虫と水分の補強を図り，その日のうち
ま

に播くか土中埋蔵する｡その場合,乾燥すると発芽

力が落ち，種子が発酵しやすいので注意する。種

子粒数は1kg当たり90個ぐらい,発芽年限は1年

|限りである。土中貯蔵は排水のよい砂質壌土がよ

い◎

播き付畑の準備は1カ月前にする。排水のよい

肥沃地を選び，堆肥10a当たり2～3tを全面散

布してよく耕うんしておく。播き付はうねIIW1.2

In,株間50cl1lぐらいにうね溝をつくり，栗色の外

皮を上にしてクリを播く要領で播く。覆土を10c111

ぐらいにする。播き付後敷ワラする(図④)。発芽

率は90％以上である。発芽後の管理は,除草ぐら

いで特別心配なく，放任栽培向きである。秋まで

に約30cmに伸びるので秋植えができる｡小さい苗

は翌年まで育苗管理する。

(2)植え付と管理

栽培地は，巨木になる性質があるので面積を広

く確保するとよい。前に述べた適潤地を選び，植

え付距離は土地条件に合わせて5mの正方形植

えがよい。トチは直根性で移植中に痛めるとその

後生長に影響するので，小さい苗を植えるとよい。

ただ，多雪地帯では大きな苗を直根を痛めないよ

うにして植えると，早く結果して経済的である。

植え付後は，根元を乾燥させないように敷草を

したり除草を行う。生長状況が悪い場合は，固形

肥料を根元に施すとよい。病虫害の少ない木で防

除はほとんど必要がない。維持管理は成木になる

まで10a40本植えを鍛終的に20本ぐらい残す

ように除伐整理する。トチは萌芽力があって，重

なり合った枝を弱度にせん定すると早めに結実す

る。

轡収穫と調製

実の収穫は，植え付後十数年で見込める。実は

自然にクリのように落下するので，虫食いになら

ないうち早めに拾うようにする。採取後虫食いや

不良果を取り除き，水洗いして，天日で十分に乾

燥してから保存する。

林業技術No.6431995.1()
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織蕊トチノヂ

岐阜県郡上県事務所
林務課篝

薑
P

彦一
さのひろき

佐野公樹

結果を紹介したい。

②市場でのトチノキ材価格

図に高山市内の1市場で取り扱われたトチノキ

材の，1㎡当たりの径級別落札価格の分布を掲げ

た。この地域では，トチノキ材の9割は2.10mに

採材されており，図に示した材もその材長のほと

んどが2.10mである。図のように,1､チノキ材の

価格は全体としては小径のものは安く，大径材ほ

ど高くなる傾向にある。したがって，トチノキ材

の価格形成に最もかかわっている形質とは径級で

あり，大径材ほど評価が高いといえるが，詳細に

見ると径の大きい材では価格が分散し，なかには

20～30cI11級の材と大差がない材も存在している。

こうした価格のバラツキを生じさせる径級以外

の要因，それは何なのであろうか。

④トチノキ材の価格形成にかかわっている形質

価格形成にかかわる径級以外の形質については，

統計的手法・聞き取り調査のいずれの解析の結果

でも，材色と心材率が高い位置を占めている。

飛騨地域では，トチノキ材の利用は建築材，家

具材などのほかに，地域の伝統的工芸品である漆

器「飛騨春慶（以下「春慶塗｣)」の木地としての

利用が少なからぬ部分を占めてい

齢はじめに

岐阜県北部に位置する飛騨地域（高山市と大

野・吉城の2郡）は寒冷・多雪の地域であり，そ

のため拡大造林がなかなか進まなかった一方で，

広葉樹林は多く存在し，県下の広葉樹蓄積の約44

％がこの地域に存在している。

こうした地域性もあって，高山市とその周辺町

村には広葉樹材を用いる家具・木工産業が発達し

て地場産業の中心的な位置を占めており，また地

元の木材市場での広葉樹の取り扱い量も多く，そ

こに出品される広葉樹は約40種にも及んでいる。

筆者は，岐阜県寒冷地林業試験場に勤務してい

た折に，これら市場で取り扱われる広葉樹材の価

格を調査し,特に代表的な12樹種について，諸形

質の違いと落札価格の関係を，統計的手法と製

材・流通業者に対しての聞き取り調査の実施とい

う2手法により分析を試みた(詳細については｢岐

阜県寒冷地林業試験場研究報告NO13」参照)。

ここでは今回のテーマであるトチノキについて，

飛騨地域での素材の価格とその形成要因，そして

利用側から求められている材質について検討した

る。この春慶塗では木地の木目を

漆を透かせて見せることから，材

色が白い材が特に好まれている。

一般にトチノキ材の色は，黄白

色から淡黄褐色で心辺材が不明瞭，

といわれているが，実際には薄赤

褐色～黒褐色の心材様の部分が現

れる材も存在する。市場では心材
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相当部分のない材を特にr白トチ」末口径(cm)

一般材十白トチ材（調査期間：1992年10月～93年3月）と呼び，市売明細書上でも明記し

▲トチノキ材の径級別落札価格て，一般の材と区別している。前

10

□
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述のように春慶塗では材色が白いことが重要であ

るため，白トチ材のほうが一般的に価格は高く設

定されている(図参照)。また，心材様の部分があ

る場合には，その部分が小さいか色が薄赤褐色か

ら赤褐色である材は評価が高く，反対に心材様の

部分が大きく，褐色ないし黒褐色である材は価格

も低く設定されている。特に，黒褐色の心材色を

示す材は水割れが入っているともいわれ，敬遠さ

れている。

スギ．ヒノキなどでは節の出方が大きく材価に

影響するが，トチノキ材の場合，少数であれば利

用側はあまり気にしていない。これは，本来が盆

や椀など漆器木地としての利用が多く，加工も小

割りにされることが多いためで，節の出た部分に

ついては，その際に除いてしまうからである。こ

うした傾向は小割りに木取りされることの多い広

葉樹材全般に見られるようである。

トチノキ材でも曲がりの存在は嫌われているが，

これも程度の問題で，元々が短尺に玉切られてい

るため，針葉樹材ほどには厳しく見られてはいな

いようである。

正円性については，丸いことを重視する業者も
だ

いるが，板材を採ることの多い業者では，楕円形

のほうが歩留りがいい（検尺は短径方向で行うた

め）と言っており，多少の変形や歪みは問題とし

ていないようである。

年輪幅の広狭は重要で，幅が広いと反り・狂い

が生じることから，具体的には2～3Ⅲmがよく，

反対に1cmほどもあるような材は狂いがひどく使

用に耐えないのが実情で，そういった材は価格も

低く設定されている。

以上，価格に影響する主な形質について述べて

きたが，これ以外の要因として，プラスに作用す

るものに「縮み杢」の出現，マイナスに作用する
かね<

ものに腐れのほか，虫害と｢金喰い｣の存在がある。

「縮み杢｣はトチノキ材の代表的な杢であり，良

質の杢が現れると認められると，200千円/nf以上

の高値が付けられているが，実際にはこうした材

の出品は少ない。

一方．木口にいわゆる鉄砲虫の入った跡などが
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あったり，「金喰い(金筋とも。木口では褐色～濃

褐色の筋状のシミ様に見える。写真参照)｣が現れ

た材は評価が著しく下げられ，程度によっては購

入もされないほどである。この金喰いは，製材時

には刃を痛めるため業者から特に嫌われているが，

その発生原因は不明である。

鯵おわりに

1､チノキ材の価格形成にかかわっている形質は

多様であるが，利用側から求められている材，ひ

いては高価格で取引きされる材については，次の

ようになろう。

＊大径の直材で，材色が白くて心材相当部分が

ないか，ある場合にはその色が薄赤色ないし

赤褐色で，節が少なく，年輪幅が2～3mmで

そろっているもの

もちろん，縮み杢等の存在も重要ではあるが，

それより虫害や金喰い等の重大な欠点がないこと

が大切である。こうした諸形質の変化が遣伝的な

ものか，あるいは立地等の環境によるものなのか，

という点についてはまだまだ不明の部分が多いの

が実情である。近年，多様な森林の整備を目指し，

全国的に育成天然林整備や広葉樹造林の気運が高

まっているが，こうした良質な材の生産につなが

るような育種や，造・育林の研究も併せて進めら

れることを期待するものである。
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織焦ハチノヂ

… 編集部
今月号の特集企画としてトチノキの名を冠した本国

を外すことは，大方の会員諸氏の叱声を浴びるであろ

うとの思い入れを強くし，トチノキとの様々な結びつ

きを求めて当地を訪れてみた。題してトチノキ・こだ

わりの旅一意外な地名の由来,身近なところで県民

に親しまれているトチノキの現在の姿を以下にレポー

トc

霧栃木の名称はシャレの産物？

栃木の地名は明治初年までは“朽木”と書き表して

いた。通説によるとその昔，神明宮（現栃木市）の社

殿には10本の千木(ちぎ)が架けられ遠方からも眺め

られたことから，この地一帯を“十千木(とちぎ)”と

呼び，後に十千は万の意として前述の“朽木”と呼び

変えられたという。明治12年の布達により，朽木県は

栃木県と書かれるようになったとある（栃木県広報協

会『とちぎ学事始』より)。おもんぱかるに，桁の字は

朽にも似ている。これは困るとの思惑があったのだろ

うか。

文字の変遷はともかく，この説によると樹種名から

きているわけではなく，トチノキこだわり派から見る

と不満が残る由来となる。ちなみに現県名は，明治4

年，現栃木市に栃木県庁が設置されたことに始まる。

その後明治6年に，隣県の宇都宮県庁が廃され栃木県

と合併したが,同17年に県庁は宇都宮市に移され,県

名はそのまま残されて現在に至っている。

霧不可思議なトチノキの名

では，樹名トチノキの由来はどうか，これがまたブ

ナと同様“意味不明”（『牧野･新日本植物図鑑』）と牧

野博士もサジを投げられているように難解な代物◎語

源・由来を知る手がかりとなるアイヌの伝承にも，不

幸にして両樹種は北海道に少なく，手掛かりはなさそ

うである。また樹種によってはクリ，モミなど朝鮮・

大陸に由来する木の名もあるが(深津正･小林義雄『木

の名の由来』)，トチノキ，ブナについては不明である。

わが祖先が長いお付き合いをしてきたこれら樹種の

氏・素性がまったくわからないというのも不思議とい

えば不思議。トチ，ブナの呼び名は，イヌ，イネなど

の呼び名と同様いわば古来語に属する名と思われ、人

▲①栃木県庁前の▲②鹿沼市街地の

トチノキ並木ベニバナトチノキ並木

間社会の始まりから深く結びついていた証左と考えら

れないだろうか。たわわに実をつけている今年のトチ

ハW;
し●

I●

&
寺

bd
乱｡N
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、

●

●●

1 p

Q、『

１．
○

▲｢栃木･栃の木･栃ノ木｣地名(口印)とトチノキ(●)の分布
（原図：倉田悟『原色日本林業樹木図鑑･第1巻』）
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表①トチノキ・ベニバナトチノキの年間生産数量

（栃木県）（単位；本）

樹種
05m

未満

0.5～
1.0m

1.0～
2.0m

2.0～
3.0m

3.0m

以上
計

29

表②トチノキ・ベニバナl､チノキの出荷数量

（栃木県）（単位：本）

樹種 年間出荷数量
出荷先別数量

県内 県外

トチノキ

ベニバナトチノキ

13,200

420

16,180

5,850

3,965

4.700

4.840

2340

9,503

1.790

47,688

15.100
トチノキ 9,357 3,997 5,360

ベニバナトチノキ 670 320 350

資料(表①②とも）：栃木県林務部「緑化樹木の生産概要」（平成7年3月WII)(洲査対象期間・平成5年11月～6年10月）
：県木（マロニエ）普及砺業に係るベニバナトチノキの生産・州荷数賦は含まれていない。

ノキに，豊作を喜ぶ当時の祖先の姿も思い浮かべてみ

てはいかが。

翰栃の字のつく地名

さてトチノキ･こだわりの旅，次に地名に挑戦。2．5

万分の1地形図に「栃木」の地名は全国に18，北から

順に北海道･佐呂間町（2箇所)，岩手県･川崎村，山

形県・金山町，栃木県・栃木市，長野県・小諸市，島

根県｡弥栄村，岡山県･成羽根町，広島県･河内1111.(2

箇所）・美土里町･総領町･東城町（2箇所)，熊本県・

矢部町･長陽町,大分県･九重町,宮崎県･高千穂町にこ

の地名がある。「栃ノ木」「栃の木」となるとさらに23

の地名力職っている。校正も大変であるが，このほか

に栃の字を持つ地名すべてを拾いだすと，栃･栃ヶ久

保･栃ヶ原･栃ヶ山･栃ヶ森山･栃ヶ池･栃ヶ沢･栃ヶ洞・

栃ヶ谷･栃ヶ鼻･栃ノ払・栃上･栃下｡栃中･栃丘･栃久保・

栃井･栃代･栃倉･栃内･栃原･栃古･栃城･栃堀･栃寄･栃

尾･栃屋･栃山･栃峠･栃川･栃平･栃折･栃本･栃林･栃梨・

栃棚･栃橋･栃江･栃沢･栃泉･栃波･栃洞･栃津･栃窪･栃

瀬･栃生･栃畑･栃神谷･栃穴･栃立･栃股･栃花･栃葉･栃

谷･栃谷口･栃谷川･栃谷戸･栃郷戸･栃野の地名が全国

に330余存在する（金井弘夫『新日本地名索引』より)。

これらの地名はトチノキの分布と大方重なっている

ものの，北海道，九州など分布簿の地域にも意外に多

く見られる(図参照)。1､チノキの不思議はここにも見

られる。

簿県木トチノキ

トチノキを県木としている本県の1､チノキヘの思い

入れは，市街地に入ると一|テ|瞭然である。主要道路沿

いの街路樹はまずトチノキで占められており，関東地

域の市街地で普通見かけるケヤキやスズカケノキ，イ

チョウなどもここでは顔色なしといったところ。とり

わけみごとなトチノキの並木は県庁正門から延びる通

りに見られる（写真①)。昭和14年に一県民の寄蛸に

よるというから樹齢は60年を過ぎている。今や樹高

10m･直径40clllを超える大樹となり,5月ごろには白

～淡黄色の直立した大きな花序を着け，感夏の時期に

は大きな葉を力強く繁らせ緑のトンネルが出現する。

関東地域でも内陸に位置し夏場に高気温となる当地で

は，漉い緑陰の存在は何よりも得難いもので，県民に

とっては最も親しまれている通りである。県作成のテ

レホンカードにもこの並木が描かれており，トチノキ

への愛着がうかがえる。

ところで，世界のトチノキには大別して日本産のほ

かに南欧・イラン原産のセイヨウトチノキ（マロニ

エ)，北米南部原産のアメリカトチノキ，そしてインド

トチノキの4種がある。19世紀にはセイヨウトチノキ

とアメリカ1､チノキ（パビア種）の交配によりベニバ

ナトチノキが作出され，花は名のとおり赤みがかった

色あいで，若いうちから開花するなど鑑賞木・庭園樹

として今日に至っている。実はこのベニバナトチノキ

が本県では鍛近ブームを迎えているのである。JR宇

都宮駅前から西に延びる幹線道路（大通り）両側には

このベニバナl､チノキ15年生の並木が見られ,県内市

町村でも街路樹に本邦産のほかに本種の導入が図られ

ている。

県林務部がまとめた｢緑化樹木の生産状況調査」（平

成6年10月末現嫌)によると，本県は緑化樹木生産者

数664戸,総作付面職64,581aという関東地域でも有

数の緑化樹木の生産県。年間の生産数量は7,713千本，

このうちサツキなどのツツジ類生産は約4割を占めて

いる。年間の出荷数餓は1,085千本,7割が県外出荷

である。

では今回の主役1､チノキ，ベニバナトチノキの生産

数雌・出荷数滋はどのような状況にあるのだろうか。

造隙I材として市場に流通しているのはトチノキである

が，これが従前から全国的には品不足で，低木～高木

の規格に関係なく調達難易度は相当困難な樹種にラン

クされている。本県の場合の年間の生産数量・出荷数

敗は表①②に示したが,1､チノキ生産については本場

の感がある。

霧ベニバナトチノキの普及

こうした市場動向と県の緑化運動推進の中で今をさ
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かのぼる平成元年，「県木（マロニエ）普及事業」（県

林務部・7年度事業費292万円）がスタートした。主

に公園・道路などの公共施設また学校等へのベニバナ

トチノキ苗の配付を目的として，苗生産に4カ年を要

し，5年目以降から出荷体制に入るというもの。初年

度出荷は平成5年4月と10月に計3,400本がほぼ予

定どおり配付され，6年度は3,500本が生産・配付さ

れた。今年度は3,200本が予定されている。

当事業は，県が栃木県山林種苗緑化樹共同組合（宇

都宮市)に委託,苗生産は傘下の組合員苗畑(個別委託）

で生産している。そのうちの一つ，宇都宮市郊外の猪

瀬清市さんの苗畑を県山林種苗緑化樹共同組合の池澤

業務部長さんに案内してもらった。業界は昨今スギ・

ヒノキ等の造林苗が大幅に減少している状況にあり，

これに代わって緑化樹木苗生産に活路を求めている。

生産するベニバナトチノキはすべて接ぎ木苗である。

初年3月に台木となるトチノキ苗（実生2年生苗）を

確保。穂木は芽が動く直前時期の3～4月に採取・貯

蔵。4月初～中旬に接ぎ木作業を終え，その年から4

年間養成期間となる。この間，毎年施肥・薬剤散布・

除草等の保育作業が行われる。5年目に入り4月と10

月に出荷を迎える。出荷時の苗は苗高1．5m,葉張り

0.5mに成長している。

猪瀬さんの苗畑には家業を継いでいるご子息の隆市

さん(32歳)が案内してくれた。苗畑にはおよそ2,000

本の苗が養成されており，本年4月に230本が出荷さ

れ，この10月には500本の出荷が予定されている。穂

木は3月に鹿沼市の駅前のベニバナトチノキ街路樹

(写真②）から整枝･剪定の際に採取され，翌月l､チノ

キ台木（実生2年生。当年3月苗畑に植栽済）に接ぎ

木される。接ぎ木の方法は普通行われている方法で，

台木は苗高20～25cmの部位で切断,切断面の樹皮に近

いところでナイフで5～10cm深の切り込みを入れる。

穂木は芽のある側（トチノキの芽は同一箇所から左右

に2個着くので，このどちらかを選ぶ。接いだとき芽

は台木の真上に位置する）を接合箇所とし，接合側を

薄く切り取る。接ぎ方は台木と穂木の互いの形成層面

を合わせ（穂木が細い場合は片方の形成層を合わせ

る)，ビニールテープでしっかり縛って完了する。苗畑

には50cmの60cnl間隔で10列の帯状に植栽｡施肥は最

初の年と2年目に元肥をやり，薬剤散布はコウモリガ

(幹材に穿孔)，ヒメヨコバイ（葉裏に被害）等の防除

対策が5月に行われている。今年は日照りも強く，苗

畑では一部に葉枯れを生じている苗も散見された。猪

ｑ
③
ベ
ニ
バ
ナ
ト
チ
ノ
キ
の
接
ぎ
木
苗

根
元
近
く
の
テ
ー
プ
が
接
合
箇
所

瀬さんの話では特別に潅水はしていない力､苗は順調

に生育しているとのことであった。

ベニバナトチノキの需要は，今後も増えることが予

想される。年1回の接ぎ木増殖ではおのずと生産に限

度があることから，平成元年当時，県林業センター造

林部の増渕さん（現在，矢板林務事務所）は，芽の先

端の組織培養により多芽体を誘導，これから大堂のシ

ュートを形成させ，その一部は植物体として再生する

ことに成功した(日林誌73(4)91'を参照)。現在同セン

ターでは，引き続き大量増殖に向かって，発根率の向

上や発根後の順化試験（発根後，休眠状態に陥りやす

い性質を打破するための低温処理,ジベレリン処理等）

が行われており，実用化を目指している。

象こだわりの旅の終わり

栃木県では，県木をもっと県民に親しんでもらおう

と街路樹や緑化樹，庭園樹への利用が盛んである。本

邦産l､チノキに限らず，外国系産I､チノキも大いに活

躍しているのは見てきたとおりである。これらは総称

してマロニエの名で普及が図られており，県のイメー

ジアップにも一役買っている。本県には2カ所，世界

各地のトチノキを集めたマロニエ公園（県民の森･11

種・矢板市．来年の第20回全国育樹祭会場)，マロニ

エ展示林（県林業センター構内・40種．宇都宮市）が

あり，4月下旬～5月下旬の花期には白，ピンク，薄

黄，濃紅色などの花が楽しめるという。

さてトチノキをめぐるこだわりの旅，一緒にご案内して

いただいたのは，県林務部造林課（緑化係）の片浦･大森・
大野さん,県山林種苗緑化樹共同組合の池澤さん,緑化樹生

産家の猪瀬さん,矢板林務事務所の増渕さん(以上緑化樹木

関係)，また県名･木の名の由来では，県立博物館学芸部の
松浦･小倉さんでした。ご協力いただいたこれらの方々に厚
く御礼申し上げますa（文責：福井）
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赫業爵孫行三一貰

10月

宅催団体／会場／行事内容等区分 行顎翁 期IIII

全日本竹産業連合会・福岡県・北九州市・福岡県特用林産振興会／九州厚
生年金会館（北九州市小倉北区)。

(柵国土緑化推進機描・岐阜県・朝日新聞社・森林文化協会／岐阜市県民文
化ホール（長良川ホール)／テーマ＝都市を支える森･森を支える都市。参
加無料。問合せは，岐阜県庁内林政部森林整備課(aO58-271=6516)まで。

仙林木育種協会／現地視察＝宮崎県妖肥林業地,室内セミナー＝宮崎市rシ
ーガイヤ｣。

愛知県･全国山村振興連盟愛知県支部･中日新聞社/NHK名古屋放送セン
タービル1，2階および6階／各種イペント，就業相談会等。

地球緑化センター(東京都中央区八重洲2-2-11布施ビル4F,a03-3241
-6450)／地方圃治体（予定先）…①北海道鹿追町，②北海道大滝村，③青
森ﾘI↓西目屋町，④福島県塙町，⑤茨城県里美村，⑥茨城県山方町，⑦群馬
照上野村，⑧山梨県芦安村，⑨長野県王滝村，⑩滋賀県土山Ⅲr,⑪岡ll1県
奥津I1I｣.,⑫広島県大和町，⑬宮崎県日之影町／国内各地で緑の村おこし町
おこしを進める地方自治体の活動に1年間のボランティアとして派泄され，
地域の人々のための応援者として．緑の環境づくり活動に参加する。

福岡

岐阜

第36回全国竹の大会 10.18～20

10.20国民参加の森林づくりシン
ポジウム

宮崎

愛知

全国

第21ul林木遺伝育諏セミナ
ー

第17回あいちの山村腱

７
９
２
２
－
－
６
７

？
】
ワ
】

●

申

０
０
１
１

緑のふるさと協力隊 爆災II期＝
10月～12月
参加期間＝
､Iz成8年
GIH5R~

平成9年
3月13I1

1 1月

主催団体／会場／行事内容等区分 行リド名 IUIIIII

側)ロ本住宅・木材技術センター(aO3-3581-5582)/臘岡市=10.30～11.
1,岐阜市=11.6～11.8,広島市=1115～11.17,大分県日田市＝
11.28～11.30．

全国111林砿苗協同組合連合会(aO3-3262-3071)･島根鼎林業種苗協|剛細
合／酷恨県民会館。

みちのくこけし協会(山形市旅篭町2-3-25山形市産業部観光物雌課内，a
0236-41-1212,内線423)/十字屋山形店8階催事場（山形市幸町2-8)｡

伽林業土木コンサルタンツ(a03-3582-2237)/森林技術総合研修所(東京
部八王子Tli)/森林と水資源研修=11.6～10,環境影響評価研修＝
11.13～17,林内路網と地形･地質研修=11.27～12.1｡

㈱日本能率協会・棚日本住宅設備システム協会／東京国際見本市会場・峨
海(A館，西館，屋外)/基本テーマ＝r豊かで快適な住環境･居住空間づ
くり｣。

伽日本レクリエーション協会・熊本県レクリエーション協会・熊本県・熊
本市・熊本県教育委員会・熊本市教育委員会／熊本市一帯／レクリエーシ
ョン活動に日ごろから取り組んでいる全国各地の指導者および愛好者が一
錘に集まり，研究協議や実践活動を通して，健康づくりや仲間づくりに役
立つ，地域に根ざした生涯学習，生涯スポーツ活動の普及推進に努める。
大会テーマ＝「余暇時代における豊かなライフスタイルを求めて｣。

各地|:“製材乾燥技術者''鵬
10.30～11.30

の洲

島根’第39回余苗連大会 11．1

山形第151IJIみちのくこけしま11.2～5
つり

中央平成7年度公|淵研修1l6～121
の間

〃第17回'95住宅殻附腱 11．7～10
10;()0～17：0(）

(般終1116:30
まで）

11．10～12

鱈本|鑿!麗隣射葺-ゞ

一
一
‐
護
知
勇
鐵
一

＊森林総合研究所創立90周年記念行事が11月1日㈱に取り行われます。記念式典は11時～12時に森林総合
研究所体育館にて，記念パーティーは12時30分～13時30分にホテル・ニュー梅屋にて行われる予定です。
また，森林総合研究所機内では，記念植樹も予定されています。ちなみに，農商務省山林局林業試験所(現・
森林総合研究所）は明治38（1905）年，東京の目黒に設置されました。問合せは，森林総合研究所窓0298-
73-3211の企画調整部研究情報科（内線227）または総務部庶務課（内線272）まで。

＊第31回林道研究発表会が11月7日㈹’8日㈱の両日，千代田区公会堂(東京都千代田区九段南1-6-17,壷
03-3261-1772）にて開催されます。7日は9時30分～17時30分，8日は9時15分～16時20分の予定で，
8日には研究発表終了後の14時～15時30分に,建築家の鈴木敏恵氏による｢木を21世紀の主役にするため
に」と題した特別識淡も予定されています。主催＝林野庁・林道研究会，後援＝日本林道協会。問合せは，
林野庁基盤整備課林道研究会事務局公03-3502-8111（内線6312,担当：榧本）まで。
*｢森林航測_'第176号は,10月末に発行の予定です。問合せ･お求めは日林協事業部窓03-3261-6969まで。
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していたが，キャミソール1枚の

ナニーについ声をかけてしまった。

気づいてものすごい形相で追いか

けて来る妖精を老馬マギーに飛び

乗って逃げ切るという話である。

妖精は流れる川を渡ることができ

ないため助かるのだが，気づくと

馬の尻尾がすっぽり抜けていたと

いう。間一髪で助かったという話

だ。そういえばこの話，確かに聞

いた覚えのあるものだ。

カティサーク号のオーナーがロ

バート・バーンズのファンで，こ

の奇妙な名を付けたという。とは

いえ，「タモシャンター」とか「妖

精ナニー」ならまだしも，日本で

いえば船名が「腰巻き」といった

ところだ。少々，いや，かなりふ

ざけた命名だったことは間違いな

い。船首のフィギュアーヘッドも

キャミソール1枚で乳房もあらわ

な妖精ナニーの半裸像なのである。

それはともかく，カテイサーク

号は1870年,初航海でロンドンを

出航後,104上Iで上海に着いてい

る。中国の上海や福州から，その

年の春に採れた新茶を運ぶためで

ある。普通，航路は中国からは南

シナ海を南下，スマトラとジャワ

の間，火山島クラカタウのあるス

ンダ海峡からインド洋に出て，貿

易風を利用してアフリカ南端の喜

望岬を回ってロンドンヘ，ロンド

ンからは逆コースだが夏の貿易風

を利用するため，やや南寄りのコ

ースを取り，ジャワの南を通って

小スンダ列島を横切り，スラウェ

シの東のマカッサル海峡，あるい

は，西のモルッカ海峡を通って中

国へ戻ってきたというc

中国の新茶を積んでの航海なの

だから，出航はどのティ・クリッ

パーもほぼ同時，ロンドンまでの

カティサーク号とチーク

わたなべひろゆき

渡辺弘之（京都大学農学部）

ロンドンの郊外といっていいの

だろうか，テムズ川の河口に近い

右岸にグリニッジ標準時で知られ
ゼロ

る本初子午線(0度）が通過する

グリニッジ旧天文台がある。旧天

文台とされるのは，この場所が天

体観測に適さなくなり，1949年代

に天文台そのものがサセックスに

移転したことによる。現在，天文

博物館として保存され，地表に引

かれた子午線0度をまたく‘ことが

できる。

グリニッジへ行ったのはほかで

もない，ここの乾ドックにつなが

れているチーク造りといわれるカ

テイサーク号を見たかったからで

ある。スコッチ党ならカティサー

クの名は知っていよう。グリーン

のボトルで，ラベルに帆船の絵が

描かれているやつだ。下戸の私に

はその味を語る資格は全くないの

だが，カティサーク・ファンは多

いと聞く。このラベルに描かれた

3本マストの全装帆船（フル．リ

グド・シップ）こそ，1869（明治

2）年ダンバートンで進水したテ

ィ・クリッパー（茶運搬快速11Ⅲ船）

カテイサーク号なのである。全長

86m,936総トン数であったとい

う。

ずっと以前のことだが，カティ

サークの意味を辞普で調べてびっ

くりしたことがある。カティサー

クとはスコッ|､ランドでの「婦人

用衣類・女性用下着」と出ていた

からである。キャミソールという

ことらしい。カテイサーク号を訪

れたときもらったパンフレットに

よって，やっとカティサークのい

われがわかった。

カテイサークという名はロバー

ト・バーンズの物語誌rタモシャ

ンター（スコットランドの農夫の

帽子)」から取ったものだという。

ロバート・バーンズにはうとく，

この詩も読んだことがないのだが，

酔っぱらい農夫タモが暗闇の中，

稲妻が光り雷鳴がとどろく教会の

庭で，悪魔，臓女，妖怪に囲まれ，

その中で灘る妖精ナニーを盗み見
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3カ月の長距離レースということ

になる。早く着けば，よりお茶が

高く売れるのだから，ほかの帆船

を出し抜いて一足先に帰ろうと，

それこそ死にもの狂いの競争をし

たらしい｡福州から89日，上海か

ら90日という最短記録があるそ

うだ。ロンドンではどの船がいち

ばん早く着くか，賭の対象にもな

っていたのである。

カティサーク号が中国茶をロン

ドンへ運んだのは,実際には1870

年から77年までの8回だけであ

った。最短日数は108日，最長日

数は123日である。なお，スエズ

運河の開通はカテイサーク号の進

水と同じ1869年なのだが,帆船は

通過しなかったという。現在の帆

船のように補助機関は付けていな

いのだから，風がなければ途中で

止まってしまう困った存在だった

し，もともと利用できる風のない

地域だったのであろう。

しかし，この帆船カティサーク

号の進水は，残念ながら時代に遅

れたものであった。スピードは帆

船より遅かったものの，確実に進

む鋼鉄蒸気船の出現と，その船の

通過を許すスエズ運河の開通でし

だいに出番を失い，テイ・クリッ

パーの役目を降ろされ，その後は

シドニーから上海へ石炭，マニラ

からニューヨークヘジュート，そ

してメルボルンから南米ホーン岬

経由でニューヨークへ羊毛を運ぶ

などしている。このカティーサー

ク号，1877（明治10）年に1度日

本に来ている。長崎に石炭を運ん

できて，2週間ほど停泊したよう

だ｡これらのことは杉浦昭典著｢大

帆船時代快速帆船クリッパー物

語」に詳しい。

1882年から83年にかけては，

インドの東海岸カルカッタ南のビ

ムリパタムでミロバランを6,240

袋と4,163本の水牛の角，さらに，

ココナダで同様にミロバラン

4,781袋と鹿の角115袋を澱んで

ロンドンへ帰っている。ミロバラ

ンとはモモタマナの仲間ミロバラ

ンノキの果実で，これから黄色染

料やインクの原料タンニンを採っ

たのである。当時ミロバランがイ

ンドでの重要な産品だったことが

よくわかる。

しかし,ついに1895年にはポル

トガルに売られ，名もフェレイラ

と変えられ，オポルトーリオデジ

ャネイローニューオーリンズーリ

スポン航路で，主として南アメリ

カや東アフリカのポルトガル領植

民地からの産物を運んでいた。

1922年，カティサーク号が現役で

いることを知り，懐かしがったイ

ギリス人に買い戻され,1938年に

はテムズ航海学校の練習帆船にな

ったが，第二次世界大戦などで活

用されることは少なかったようだ。

そして1957年,現存する唯一のテ

イ・クリッパーとして永久保存さ

れることになり，エリザベス女王

臨席の下に一般公開の披露式が行

われたのである。現在では，ここ

グリニッジの乾ドッグにつながれ

ているカテイサーク号を自由に参

観できる。

さて，本題のチークの話だが，

チークの耐久性は素晴らしく，産

地のタイ北部やミャンマー北部で
運

伐り出されたチークが筏に組まれ

河口に到達するのに数年，ときに

は6年もの年月がかかったという

話がある。その間，腐らなかった

ということだし，チークの船には

フナムシも穿孔しなかったという。

造船材として申し分のない木材だ

33

念興の広場

ったのである。大航海時代の始ま

りとともに当時の英領ビルマから

大簸のチークが伐り出され,イギ

リスに運ばれ造船に利用された。

どの百科辞典にも「チークは造船

材」と書いてある。ティ・クリッ

パーも，もちろんチーク造りだっ

たのである。

しかし，蒸気船の出現するこの

時代，チークはすでに品薄で価格

も高いものであった。カティサー

ク号も経饗節減のため木鉄交造船

として造られた。鉄の肋骨の上に

チークの外板（舷側板）を張った

ものだ。カティサークの場合二層

の甲板を持っていたが，甲板はも

ちろんチークでできていた。

テイ．クリッパーとして活躍し

たチーク造りの帆船のうち，現存

する唯一のもの，そして建造当初

からその優雅さで知られていたの

が，このカティサーク号なのであ

る。しかし，すでに125年もたっ

ている。何度も修理・改修が行わ

れたのであろうが，それでもその

当時の姿をよく残しているという。

船内の船長室やサロンなどにチー

クの素晴らしい家具・調度品が備

わっているのを見てうれしくなっ

た。

もう一つのほう，ウイスキーの

カティサークの話だが，これは新

しいウイスキーを売り出そうとし

ていたベリー兄弟社が，カテイサ

ーク号がイギリスに買い戻される

かもしれないというニュースが伝

わったとき，期待を込めて「カテ

ィサーク」というブランド名を付

けたのだそうである。

カティサーク号とチークの話，

スコッチ「カテイサーク」が出て

きたときの話題にしていただこう。

林業技術No.6431995．10
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会驫の龍壗

平成7年春の

ケヤキ花枝の異常着生について
ありおかとしゆき

有岡利幸（元.大阪営林局）

立木もそれぞれの立木の枝がぼん

やりと黄緑や薄い褐色に色づき始

め，一斉に開葉しようとしている

ような気配が感じられ，不思議に

思っていた。

ケヤキの新葉は，数本が集団で

生育している場合，どの立木も一

斉に開葉することはない。一般的

には，ある特定の立木のたくさん

の枝のうちの一部がまず開葉し始

め，その部分の葉が十分に展開し

終わってから，残りの枝に新葉が

開葉・展開するのである。したが

って，1本のケヤキ立木において

も，それぞれ枝によって新葉の開

葉・展開の時期が異なり，立木全

体の開葉が一斉に行われることは

ない。ケヤキ林分では，当然生立

している立木の新葉が一斉に開

葉・鵬開することはない。

ところが，3月22～24日に，4

月上旬を思わせる暖かい|]が続い

た。3月24nの巡lmlのときには，

すべてのケヤキの枝先の新芽の部

分が膨らみをもち，開梁の前兆が

認められた。新芽には，少し黄緑

がかった色調を帯びているものと，

薄い褐色の色調を帯びているもの

の二種力認められた。

3月271:jの午後,近畿大学榊内

において，植栽されたケヤキの下

枝の先端部が胸高程度の位侭まで

垂れ下がっている枝先を調べると、

本年枝となる新芽ではなくて花枝

が2～3cmに伸長していたのであ

る。花枝の新葉は21nm程度で，わ

ずかに新葉と認められるくらいの

大きさであったが，その葉腋には

丸い粒状の花のつぼみが認められ

た。

花枝は，まず，つぼみが膨らみ，

花枝の新葉は先端部から開葉して

きた。

2．花枝の着生状況

ケヤキの花枝は，一般的には樹

冠下部の枝よりも上部に多く着生

はじめに

平成7年3月27日の午後,勤務

先（大阪府東大阪市小若江3丁目

の近畿大学本部）の構内を巡回し

ているとき，植栽されたケヤキ立

木の枝という枝に，びっしりと着

生している花枝（あるいは着果短

枝とも呼ばれるが,以下は単に｢花

枝」という）を見つけた。この木

以外の立木ではどうかと構内に生

育しているケヤキ立木を観察する

と,胸高直径50cm前後の大径木か

ら10cm前後の小径木に至るまで，

いずれの立木もそれぞれ枝の先端

部には花枝が着生していた。花枝

の着生は構内に生育しているほと

んどすべての立木で見られると同

時に，1本の立木のほとんどの枝

に見られた。

なお，同様のケヤキ立木を，大

阪市（大阪城公園ほか)，高槻市

(JR高槻駅通りほか),枚方市(枚

方市役所前公園ほか)，京都市(京

都御苑ほか）などで認めた。

このようなケヤキの花枝の着生

状態は，全国的に見ても過去に例

がないと思われるので，その状況

を報告する。

1．花枝の異常着生発見の経緯

最初に気づいた経緯は上述のと

おりで，いつもの巡回コースにあ

るケヤキ立木の垂れ下がった枝に

花枝力嗜生していることを認めた。

3月27日以前は,今年のケヤキ

の新芽の発生は1本の立木だけで

なく，並んで生育しているケヤキ
▲垂れ下がったケヤキの枝に着生した花枝。花が小さな丸い粒に見える。

（諺？東大阪市小若江）

林業技術No.6431995.10
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会農鈴威場
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▲ケヤキの大木に着生した花枝が，新芽の開葉のように見え

る。撮影時期には，枝となる新葉は開葉していない。
（諺；京都市東山区）

▲鴨川わきの若いケヤキ立木にも，花枝がびっしりと着
生している。 （齢：京都市東山区）

する傾向があると，橋詰隼人氏は

報告している。

近畿大学構内には，約120本の

ケヤキが生育しているが，それら

において，平成7年春に着生して

いた花枝は,樹高3m程度の若木

から胸高直径50cnl･樹高10mの

高齢大径木に至るまで，林齢や個

体の大小にかかわらず，いずれも

びっしりと昨年枝に着生していた。

花枝の着生は，下枝から梢まで

の全枝に及んでいた。花枝が着生

している枝の部位は，いずれも前

年枝である。花枝は，現在は落葉

しているが，前年の葉腋に当たる

場所にそれぞれ1個ずつ着生して

いた。まれには，2個着生してい

るものも認められた。

着生数を調べるため，垂れ下が

った下枝の一部を枝の先端部から

1mの長さに切り取り，花枝数を

数えた。切り取った枝の切断部の

太さは11clllであった。切断部分

は前々年枝に当たるところで，年

齢は3年生であった。切り取った

枝は，約1㎡の広がりをもってい

た。

採取した枝は，花枝の着生数の

多少を基準として選定したわけで

はなく，平均的な枝である。どの

枝を選んでも同様の結果でありそ

うなので，採取に簡単な手の届く

範囲の枝を採取したにすぎない。

採取した立木のほかの枝も，採取

した立木以外のほかの立木の枝も，

同程度の花枝が着生しているもの

と思われた。

採取した枝の先端部各枝の配置，

および前年枝等に着生している花

枝数は図①のとおりである。前年

枝は，全部で69本であった。

前年枝の長さを,@10m1未満，

②10～20cm未満,@20～30cn'*

満5@30cm以上,の4クラスに分

け，各クラスの前年枝ごとの花枝

数を数えた(表参照)。①では前年

枝37本で花枝数262個（38.8

％)，②では15本で161個（23.8

％，③では10本で138個(20.4

％)，④では7本で113個（16.7

％）であった。

前年伎1本当たりの平均花枝数

は，①では7．1個，②では10.7

個,③では13.8個,④では16.1個

となり，前年枝が長いものほど花

林業技術No.6431995.10
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会.蕊の露場 年着生していた葉の数が多かった

ことによる。なお，全体の前年枝

1本当たりの平均花枝数は9．8個

であった。

花枝が着生している前年枝の長

さは，最短のものは3cnl,最長の

ものは43cInであった｡前年枝の枝

長の長いものは，前々年枝の先端

部または先端部にごく接近した部

分から伸長したものであり，前々

年枝のうち樹幹に近い部分の前年

枝の枝長は10cIIIと短いものであ

った。

3異常開花を惹起したと

推定される原因

大阪平野に生育しているケヤキ

立木のほとんどが花枝を，しかも，

大量に着生させた原因の一つと考

えられるものに，平成6年夏の異

常気象がある。

大阪の平成6年と平年の，気温

と降水量をクリモグラフに示した

(図②)。また，ケヤキの生育期間

の5月から10月の旬間ごとの最

高気温についても，昨年と平年に

ついてグラフで示した（図③)。

最高気温は,5月上旬から10月

下旬に至るまで，すべて平成6年

の気温が平年値を上回っている。

枝数が多かった。これは，昨年の

葉腋にはすべて花枝が着生してい

るためで，枝長の長いものほど昨

▲図①任意の枝先から1mの枝の配置と各枝に発生した花枝数

（場所；東大阪市小若江，近畿大学本部構内）

表・ケヤキ下枝の先端1mの枝に着生している花枝数調べ

前年枝1本当たり
の平均花枝数(個）

前年枝等の長さ 各前年枝等に着生している花枝の数(個） 前年枝数(本）
計計

5，6，

8＋1，

11，9，
5＋1，

１

９
Ｊ
『
Ｊ
Ｊ
ｊ

〔
ｕ
〕
戸
ｎ
Ｊ
『
ノ
〃

，

，
刃
（
ｕ
〕
７

戸
ｈ
Ｊ
ｎ
ｕ
Ｕ
（
ｘ
Ｕ

6，8，4＋1,

6＋2，6＋1，

7，6，11，

5，2＋1，6，

5，7＋1，5＋1，

6＋2，8，6＋1,

6＋1，8＋1，5，

7，6，9

(38.8％）

262
10cm未満 37 7.1

8，8，8，10，15＋1，13＋1，18，12，11，
11,6+1,9,10,10,9

(238％）

161
前
年
枝

10～20叩未満 10.715

11,13,15,12,16+1,21,15,10,11,

13
(204％）
138

20～30cm未満 10 138

Ｊ％
３
７
１
６
１
１く

30d1I以上 18,14＋1，20，18，11，11，20 7 16．1

(99.7％）
673

小計 69 98

(0.3％）

2
前々年校 1，1

(100%)

675
計 69 9.8

注：花枝のうち,＋1,＋2は，花枝の付け根の部分に着生していたもの。
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会員の砿塲卦
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②
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平年値を3℃以上も上回っている

旬間は，7月上旬(+3.8･C),同

中旬（＋4.8℃)，8月上旬（＋

3.4℃)，10月中旬(+36｡C)の4

旬間にも上っている。

また,最高気温30℃以上の|』lが

211以上連続した日数は51日間

に上り，8月8日には39.1°Cとい

う猛暑が記録されている。なかで

も，6月291ﾖから9月111ヨまで

の43日間の最高気温は，すべて

30｡C以_上の気温の連続であった。

降水量も，9月の179mmが平年

の104％とわずかに上回っている

だけで，5月641n111(平年比46

％)，6月79.5nim(39%),7月

54.5mlll(35%),8月59nllll(62

％)，10月29.51111n(27%)と，平

年降水量の50％以下の月が4カ

月間もある。平年でも降水鼠の少

ない大阪で，平成6年は5～10月

の6カ月間の全降水量が46611II1と，

極端に少なかった。

大学構内のケヤキの場合には，

樹木の維持培養のために水やりを

行ったので，枯損したケヤキ立木

はなかった。しかし，生育に必要

な水が十分でなかったことは推測

できる。昨年夏の水不足は，ケヤ

キ立木にとって相当なストレスに

なったことは確かであろう。

ケヤキは，冷温帯下部から暖温

帯上部を生育地としている樹種で

あるが，適応性があるので暖温帯

地域でも十分な生育を示している。

樹木の生育地を限定する条件は，

寒い所を白生地とする樹木は夏の

暑さに耐えられることである。こ

のことから，寒い地を自生地とし

ているケヤキにとって，平成6年

夏の異常な商温の連続する日々は，

樋（スピーシス）が耐え得る限界

であったのであろう。そのため,生

育限界寸前の高気温の連続による

枯損の前に，子孫をつくっておく

必嬰が生じ，平成7年春の異常な

|淵花となって現れたものであろう。

4．今後の課題

4月ルl「I現在では,まだ花枝が

完全に伸びきっておらず，本年枝

になる新芽の開莱も見られない。

今後，花枝がどのように推移する

か，あるいは昨年枝のほとんどに

花枝を着生したケヤキ立木の生育

がどうなるのか，観察を続ける必

要がある。さらに，花枝の雌花が

どの程度結実し，秋にはどれだけ

の種子を得ることができるのかに

ついても調査しておく必要がある。

また，このケヤキ花枝の異常着

生がどの地方まで及んでいるのか

についても調査しておく必要があ

る。

5．おわりに

ケヤキ立木の年齢の老若，胸高

直径の大小にかかわらず，ほとん

どの立木の昨年枝に花枝が着生し

ているという異常を見つけたので，

その事実をまず報告した。

ケヤキの種子には豊凶があるこ

とはよく知られているが，今回の

出来事を奇貨として，ケヤキの結

実が促進される条件が解明できれ

ば，今後のケヤキ育成に役立つも

のと考えられる。林業家や行政者

など多くの人々の協力と，研究者

による学問的な究明が要請される

ところである。

念会員の皆様の投稿をお待ちしています。主張・方法・結果などポイ

ントを簡潔にまとめて，当協会編集部までお送りください。例えば

体験談・提案・意見等は400字×4～8枚程度，身近な話題・出来
事等は2～3枚程度(できれば写真2～3点を添えて)，研究･調査・
実験等の成果は12～16枚程度（図表込）にまとめてください。な
お，原稿は都合により短くさせていただくことがあります。

燕
難
拶
灌
垂
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し
て
い
ま
す
。

徳
川
体
制
は
、
そ
の
後
二
百
六
十
年
以
上
も
続
き

ま
す
が
、
家
康
の
長
生
き
パ
ワ
ー
が
、
江
戸
幕
府
そ

の
も
の
の
長
寿
パ
ワ
ー
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
だ
っ
た
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。

家
康
は
生
命
力
が
強
い

七
人
の
天
下
取
り
大
名
の
中
で
、
事
故
死
し
て
い

る
の
は
家
康
だ
け
で
、
他
は
す
べ
て
病
死
と
横
死
。

病
死
の
場
合
、
年
を
取
る
に
し
た
が
っ
て
体
の
病
気

に
対
す
る
抵
抗
力
が
低
下
し
、
死
ん
で
い
る
わ
け
で

す
。

と
こ
ろ
が
、
家
康
だ
け
は
食
中
毒
死
で
あ
り
、
死

の
直
前
ま
で
元
気
で
あ
り
、
若
い
者
に
負
け
な
い
ほ

ど
の
好
奇
心
と
食
欲
、
そ
し
て
体
力
の
あ
っ
た
証
拠

と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

何
を
食
べ
て
食
中
毒
を
起
こ
し
た
の
か
と
い
う
と

タ
イ
の
て
ん
ぶ
ら
◎
南
蛮
渡
来
の
新
し
い
揚
げ
物
料

理
で
、
タ
イ
の
切
り

身
に
小
麦
粉
な
ど
で

衣
を
つ
け
、
て
ん
ぷ

ら
状
に
油
で
揚
げ
た

料
理
と
み
て
よ
い
で

し
ょ
う
。

当
時
と
し
て
は
珍

し
い
食
べ
も
の
だ
っ

た
た
め
に
、
少
々
食

べ
過
ぎ
、
そ
れ
が
原

因
で
腹
痛
を
起
こ
し
、

そ
の
ま
ま
寝
込
み
、

つ
い
に
元
和
二
年

（
一
六
一
六
）
の
四
月

十
七
日
に
死
ん
で
し

ま
う
の
で
す
。

新
し
い
食
べ
も
の
に
対
す
る
強
い
好
奇
心
と
、
旺

盛
な
食
欲
の
た
め
に
命
を
落
と
し
た
の
で
す
。
そ
れ

だ
け
生
命
力
が
旺
盛
で
あ
り
、
死
の
直
前
ま
で
元
気

だ
っ
た
何
よ
り
の
あ
か
し
。

家
康
の
ふ
だ
ん
の
食
生
活
を
見
て
み
ま
す
と
、
「
麦

め
し
主
義
』
で
生
涯
を
つ
ら
ぬ
き
通
し
、
信
長
や
秀

吉
な
ど
に
比
べ
れ
ば
、
ず
い
ぶ
ん
シ
ン
プ
ル
で
体
に

軽
い
食
事
で
し
た
。

麦
に
は
白
米
に
比
べ
て
カ
ル
シ
ウ
ム
が
七
倍
も
多

く
含
ま
れ
て
い
る
点
に
注
目
す
べ
き
で
す
。

カ
ル
シ
ウ
ム
が
不
足
す
る
と
、
中
高
年
に
な
っ
て

か
ら
骨
が
も
ろ
く
骨
折
し
や
す
く
な
り
ま
す
が
、
さ

ら
に
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
、
怒
り
っ
ぽ
く
な
り
精
神
的

に
も
非
常
に
不
安
定
に
な
り
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
の
た
ま
り
や
す
い
乱
世
に
あ
っ
て
、
家

康
が
常
に
ゆ
と
り
を
持
っ
て
生
活
で
き
た
の
も
、
麦

め
し
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
で
、
そ
れ
を
象
徴
し
て
い

る
の
が
「
鳴
く
ま
で
待
と
う
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
の
句
と

い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

麦
に
は
カ
ル
シ
ウ
ム
と
同
じ
よ
う
に
イ
ラ
イ
ラ
を

防
ぐ
ビ
タ
ミ
ン
ａ
も
多
く
、
＆
は
頭
の
老
化
を
予
防

し
て
、
記
憶
力
を
よ
く
す
る
な
ど
の
働
き
も
あ
り
ま

す
。
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ラ
イ
バ
ル
よ
り
長
生
き
せ
よ

戦
国
時
代
の
〃
天
下
取
り
レ
ー
ス
″
は
、
ラ
イ
バ

ル
同
士
の
長
生
き
合
戦
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
し

よ
毒
っ
。

ラ
イ
バ
ル
は
、
一
日
も
早
く
死
ん
だ
ほ
う
が
い
い

の
は
決
ま
っ
て
い
ま
す
し
、
自
分
は
相
手
よ
り
も
長

生
き
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

つ
ま
り
、
天
下
取
り
合
戦
と
い
う
の
は
、
そ
の
試

合
に
参
加
し
て
い
る
大
名
、
武
将
た
ち
の
〃
長
生
き

競
争
〃
な
の
で
す
。

ど
ん
な
に
優
勢
に
天
下
取
り
コ
ー
ス
を
進
ん
で
い

て
も
、
寿
命
が
尽
き
て
し
ま
え
ば
、
当
人
は
も
ち
ろ

ん
、
家
臣
た
ち
も
束
ね
て
コ
ー
ス
か
ら
転
落
し
て
し

ま
い
ま
す
。

そ
し
て
、
す
ぐ
に
次
の
天
下
取
り
大
名
が
出
て
き

ま
す
。
対
抗
者
が
い
れ
ば
、
そ
れ
を
倒
さ
な
け
れ
ば

》
醗
畿
醗
溌
駿
溌
醗
醗
畿
溌
溌
溌
醗
酸
溌
畿
畿
醗
醗
駿
駿
酸
醗
醗
駿
醗
酸

蕊
識
灘
鍵
議
霧
鱸
瀧
騨
瀧
繍
蕊
職
難

蕊
騨
難
灘
繊
繍
蕊
瀧
識
蕊
職
議
騨
職
鍵

蕊
繩
繊
懸
霧
繍
識
騨
騨
灘
灘
柵

燃
聯
柵
聯
綱
蕊
醗

〈
醗
醗
醗
駿
溌
醗
殺
醗
酸
醗
醗
澱
醜
澱
磯
醗
磯
溌
磯
醗

穴
画
司
ｘ
ａ
罰
×
〈
画
司
ｘ
ａ
司
延
ａ
司
又
ａ
司
淫
〈
働
司
ｘ
ａ
ヲ
弄
励
ブ
斑
ａ
司
魂
〈
画
ブ
乳
〈
ｄ
河
又
〈
域
浮
エ
＆
弓
ｘ
《
臥
可
ｘ
〈
ｄ
可
粍
〈
軌
司
延
八
飢
可
墨
哉
司
又
〈
軌
司
又
《
軌
可
ｘ
Ａ
弓
又
ａ
可
又
ａ
司
丞
〈
軌
「
又
〈
軌
可
又
〈
執
可
ｘ
ゞ

な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
戦
い
に
な
り
、
勝
ち
残
っ
た
ほ
う
が
次
の

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
な
り
ま
す
が
、
そ
こ
で
終
わ
っ

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
血
み
ど
ろ
の
合
戦
に
勝

ち
進
み
、
頂
点
に
上
り
詰
め
て
も
、
次
に
待
っ
て
い

る
も
の
は
、
自
分
の
健
康
・
寿
命
と
の
戦
い
に
な
り

ま
す
。戦

国
天
下
取
り
の
〃
長
生
き
レ
ー
ス
〃
に
参
加
し

た
ラ
イ
バ
ル
大
名
た
ち
の
、
生
年
と
没
年
を
挙
げ
て

み
ま
し
ょ
う
。

武
田
信
玄
（
一
五
二
一
’
七
三
）
五
十
三
歳

上
杉
謙
信
（
一
五
三
○
’
七
八
）
四
十
九
歳

織
田
信
長
（
一
五
三
四
’
八
二
）
四
十
九
歳

豊
臣
秀
吉
（
一
五
三
六
’
九
八
）
六
十
三
歳

前
田
利
家
（
一
五
三
八
’
九
九
）
六
十
二
歳

徳
川
家
康
（
一
五
四
二
’
一
六
一
六
）
七
十
五
歳

戦
国
時
代
は
〃
長
生
き
合
戦
″

ラ
イ
バ
ル
た
ち
の
生
年
を
見
て
み
る
と
、
伊
達
政

宗
を
除
き
、
す
べ
て
十
六
世
紀
の
前
半
に
生
ま
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
〃
長
生
き
レ
ー
ス
〃
を
考
え
た
場
合
、
参

加
す
る
時
点
、
つ
ま
り
生
年
が
ラ
イ
バ
ル
た
ち
よ
り

も
遅
け
れ
ば
遅
い
ほ
ど
、
若
い
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
か
ら
有
利
で
す
。

生
ま
れ
た
年
が
い
ち
ば
ん
若
い
の
は
東
北
の
伊
達

政
宗
で
、
二
番
は
徳
川
家
康
。
次
に
、
死
亡
年
の
早

い
順
番
に
名
前
と
、
死
因
を
挙
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

ろ
う
が
い

武
田
信
玄
労
咳
（
肺
結
核
）

上
杉
謙
信
脳
卒
中

織
田
信
長
横
死

豊
臣
秀
吉
衰
弱
死
（
肺
結
核
説
も
あ
る
）

前
田
利
家
病
死

徳
川
家
康
食
中
毒
死

伊
達
政
宗
病
死

戦
国
時
代
の
大
乱
戦
、
大
混
戦
を
戦
い
抜
い
て
、

最
後
に
生
き
残
っ
た
の
は
、
結
局
、
徳
川
家
康
で
、

手
強
い
ラ
イ
バ
ル
た
ち
が
す
べ
て
死
ん
で
し
ま
っ
た

後
で
天
下
を
完
全
に
手
中
に
し
、
徳
川
幕
府
を
樹
立

伊
達
政
宗
（
一
五
六
七
’
一
六
三
六
）
七
十
二
歳
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マ
レ
Ｉ
シ
ア
の
国
蝶
ア
カ
エ
リ
ー

ト
リ
バ
ネ
ア
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成
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過
程
一

▲④羽化したばかりの成虫(雌）リトリバネアケハ(雄)の集団吸水▲⑤アカエ

こ
の
よ
う
に
、
協
力
活
動

の
現
場
と
舞
台
裏
の
両
方
を

経
験
す
る
こ
と
は
、
国
際
協

力
に
携
わ
る
者
に
と
っ
て
非

常
に
有
意
義
で
あ
り
、
か
つ
、

ぜ
ひ
と
も
必
要
な
こ
と
で
は

な
い
か
と
私
は
思
う
。

と
こ
ろ
で
、
現
在
は
、
仕

事
上
、
昆
虫
や
自
然
と
の
つ

な
が
り
が
全
く
な
い
が
、
休

日
を
利
用
し
て
地
域
の
自
然

ク
ラ
ブ
等
に
参
加
し
、
小
中

学
生
を
連
れ
て
野
山
に
昆
虫

採
集
や
自
然
観
察
会
に
出
か

け
る
な
ど
し
て
い
る
。
自
分

に
と
っ
て
、
自
然
や
動
植
物

と
の
か
か
わ
り
は
切
っ
て
も

切
れ
な
い
も
の
で
、
こ
れ
か

ら
も
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
、

い
ろ
い
ろ
な
自
然
教
育
活
動

に
取
り
組
み
、
知
識
・
経
験

を
深
め
て
い
く
つ
も
り
だ
。

そ
し
て
将
来
、
環
境
教
育
（
特

に
自
然
や
生
物
の
分
野
）
と
、

国
際
協
力
の
二
分
野
に
ま
た
が
る
活
動
を
展
開
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

さ
て
、
先
日
、
私
の
手
が
け
た
、
キ
ナ
バ
ル
国
立

公
園
ポ
ー
リ
ン
温
泉
地
区
の
蝶
園
が
、
い
よ
い
よ
完

成
間
近
、
年
内
に
は
オ
ー
プ
ン
す
る
と
の
待
ち
に
待

っ
た
知
ら
せ
が
届
い
た
。
足
掛
け
七
年
の
歳
月
を
費

や
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
交
通
や
通
信
事
情
も
悪
く
、

物
資
の
調
達
に
も
不
便
な
山
奥
で
、
隊
員
（
現
在
は

私
の
後
任
が
活
動
中
）
と
わ
ず
か
数
名
の
ス
タ
ッ
フ

で
、
地
道
に
造
り
上
げ
て
き
た
過
程
を
思
い
返
し
て

み
る
と
、
と
て
も
感
慨
深
い
も
の
が
あ
る
。
何
よ
り

も
、
イ
モ
ム
シ
が
蝶
に
な
る
こ
と
さ
え
知
ら
な
か
っ

た
ス
タ
ッ
フ
た
ち
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
や
技
術
を

身
に
着
け
て
、
彼
ら
自
身
の
手
で
、
蝶
の
飼
育
繁
殖
や

蝶
園
の
管
理
運
営
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の

で
あ
る
か
ら
、
頼
も
し
い
限
り
だ
。
私
た
ち
隊
員
の
協

力
活
動
の
真
の
成
果
は
、
ま
さ
に
彼
ら
現
地
ス
タ
ッ

フ
た
ち
の
自
立
に
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

実
は
、
そ
の
中
の
一
人
、
蝶
園
の
女
性
ス
タ
ッ
フ

が
来
日
し
、
現
在
、
千
葉
県
立
中
央
博
物
館
で
研
修

中
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
、
東
京
都
多
摩
動
物
公
園
内

の
昆
虫
園
な
ど
で
も
実
習
を
す
る
予
定
だ
が
、
次
回

以
降
で
、
彼
女
の
日
本
で
の
生
活
や
、
研
修
先
で
の

奮
闘
ぶ
り
を
紹
介
し
た
い
と
思
う
。
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蝶霧国際協臓畑
除活動を振り返欝減ｳ＃議遥龍畿説
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一
処
一
青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し

一
岬
一
て
活
動
に
従
事
し
た
、
マ
レ

ー
病
１
－
－
シ
ア
（
ボ
ル
ネ
オ
島
）
で

一
騨
催
一
の
三
年
間
を
振
り
返
っ
て
み

一
”
弘
一
る
と
、
月
並
み
な
表
現
に
な

」
卜
２
一

一
”
ｗ
一
る
が
、
と
て
も
良
い
勉
強
を

一
年
柵
一

一
情
淵
一
さ
せ
て
も
ら
っ
た
、
と
い
う

一
一
」
ハ
叩
Ｕ
一

一
い
窓
一
気
持
ち
だ
。
初
め
て
の
異
国

韓
斗
●
ノ
９
畢

一
鄙
去
一
の
地
、
特
に
マ
レ
ー
シ
ア
の

一
も
ン
圭

一
ぎ
セ
ー
よ
う
な
多
民
族
国
家
で
暮
ら

一
，
‐
函
‐
唖
‐
一
し
た
こ
と
で
、
多
様
な
文

化
・
価
値
観
・
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
目
の
当
た
り
に
し
、
大
変
視
野

が
広
が
っ
た
し
、
日
本
で
は
あ
ま
り
意

識
し
た
こ
と
の
な
い
、
民
族
や
宗
教
の

重
み
も
実
感
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
開
発
途
上
国
の
現
場
で
、
自

ら
協
力
活
動
を
実
践
し
た
こ
と
に
よ
り
、

新
た
な
疑
問
や
さ
ま
ざ
ま
な
矛
盾
も
感

じ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
深
く
、
南

北
問
題
や
開
発
援
助
に
つ
い
て
学
び
た

い
と
い
う
意
欲
が
一
段
と
高
ま
っ
た
。

蝶
園
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
協
力

活
動
に
関
し
て
は
、
自
然
環
境
や
技
術

レ
ベ
ル
も
日
本
と
は
大
き
く

異
な
る
状
況
の
中
、
試
行
錯

誤
の
連
続
で
、
失
敗
も
多
々

あ
っ
た
が
、
初
代
隊
員
と
し

て
、
ゼ
ロ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

蝶
園
の
土
台
造
り
を
す
る
と

い
う
任
務
に
お
い
て
は
、
か

な
り
の
成
果
を
残
せ
た
と
自

己
評
価
し
て
い
る
。
そ
し
て

何
よ
り
、
現
地
ス
タ
ッ
フ
た

ち
と
と
も
に
汗
を
流
し
、
精

い
っ
ぱ
い
取
り
組
ん
だ
月
日

に
満
足
し
て
い
る
。
ま
た
、

ボ
ル
ネ
オ
の
大
自
然
の
中
で

過
ご
し
、
今
、
世
界
中
か
ら

注
目
を
浴
び
て
い
る
熱
帯
雨

林
や
、
自
然
環
境
の
保
護
と

い
う
課
題
の
重
要
性
も
、
再

認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

青
年
海
外
協
力
隊
に
参
加

し
た
こ
と
で
、
地
域
や
職
業

や
人
種
を
超
え
て
、
実
に
さ

ま
ざ
ま
な
人
々
と
知
り
合
う

機
会
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
、

こ
れ
ま
で
の
人
生
に
は
な
い
貴
重
な
体
験
で
あ
っ
た
。

隊
員
仲
間
を
は
じ
め
、
任
国
マ
レ
ー
シ
ア
の
人
々
（
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
配
属
先
の
ス
タ
ッ
フ
た
ち
と
そ

の
家
族
・
村
人
た
ち
な
ど
）
、
日
本
人
の
蝶
研
究
家
や

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協
力
事
業
団
）
専
門
家
の
方
た
ち
、

そ
の
他
の
外
国
人
研
究
者
な
ど
な
ど
、
折
々
に
、
協

力
・
親
善
・
交
流
の
輪
が
生
ま
れ
、
広
が
っ
て
い
っ

た
が
、
こ
れ
こ
そ
国
際
協
力
の
醍
醐
味
で
は
な
か
ろ

う
か
。

さ
て
、
任
期
を
終
え
て
帰
国
後
、
私
は
、
国
際
協

力
活
動
の
次
な
る
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
青
年
海
外
協

力
協
会
と
い
う
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
関
連
団
体
に
就
職
し
た
。

現
在
は
、
青
年
海
外
協
力
隊
事
務
局
情
報
処
理
セ
ン

タ
ー
に
配
属
と
な
っ
て
い
る
。
隊
員
時
代
の
経
験
を

生
か
し
、
今
度
は
、
隊
員
の
後
方
支
援
と
い
う
形
で
、

再
び
国
際
協
力
の
一
翼
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
わ
け

で
あ
る
。
熱
帯
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
と
い
う
職
場
か
ら
、

一
転
、
オ
フ
ィ
ス
で
の
事
務
処
理
や
パ
ソ
コ
ン
と
に

ら
め
っ
こ
の
日
々
と
な
り
、
当
初
は
戸
惑
う
こ
と
も

あ
っ
た
。
し
か
し
、
協
力
隊
事
業
の
舞
台
裏
を
知
り
、

日
本
に
い
る
大
勢
の
ス
タ
ッ
フ
の
支
え
が
あ
っ
て
は

じ
め
て
、
海
外
で
隊
員
た
ち
が
協
力
活
動
に
専
心
で

き
る
の
だ
と
い
う
こ
と
が
あ
ら
た
め
て
理
解
で
き
、

ま
た
一
つ
視
野
が
広
が
っ
た
思
い
で
あ
る
。
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否定しているのでは，と思えてな

らない。寄稿文の大方は，林業の

持続は既に不可能に陥っていると

指摘しているのである。

長期にわたる材mliの低迷は，過
去から蓄獄してきた林業資産を喰

い尽くしきり，木を伐った跡地の

再造林とそこから生ずる長期に及

ぶ保育費用の捻出は極めて困難，

したがって伐採跡地は天然更新を

待つという。言い換えると，ほっ

お”』必″夢沙ぐ

さればでござる

ている『林経協月報』8月号に，

r木材需給および1li格の現況と林

業経営に及ぼす影舞に関する調査

について」という特集記事があり，

その中で，最近の林業経営につい

ての実情，意見として会員からの

寄稿文が何編か収録されている。

そこに共通するのは，材mliの低迷

に対する悲擶ともいえる悲鳴。

木材は，再生産のできる澄源で

あり，環境に優しい資源であると

いう。また世界的にも持続可能な

森林経営が必要であることを幾多

の国際会議で決議され，標傍され

ている。こうしたことに異を唱え

る人はもちろんおるはずもないが，

でも現実の日本林業はこれを全面

竹の子生活。なんとも懐かしく

もあり，わびしくもある言葉であ

る。

辞書を引くと，皮を1枚ずつは

いでいくように，少しずつ売り食

いすること。とあるが，戦争末期

や戦後の食料難時代を経た人間に

とっては，ひときわ身につまされ

る語感がある。似た意味での言葉

では，蛸は身を食う。もある。要

するに個人でも法人でも自分の資

本や財産を取り崩すことのたとえ

である。別にここで諺を並べるつ

もりはない｡言いたいことは,いま

の日本林業の実情を端的に言い表

している言葉だということである。

棚日本林業経営者協会が発行し

たらかさざるを得ないということ。

つまり持続可能な森林経営の放榔

(ほうてき)である。

また寄稿文は，こうした事態を

避けるために思い切った政治，行

政の支援も訴えている。金融，税

制の優遇策，木材需要の多面的喚

起，林業生産基雛の早期充実とい

った当面'二の要望ももちろんある。

が，林業を産業としてとらえるの

ではなく，次元を超えた新しい発

想での政策を考えるべきとの提言

を見た。そして山林の疲労度は極

■

噌瀧調這み惹震本露総業P

素材生産規模別にみた林業事業体の諸状況

平成6年林業繊造動態調査によ

ると，平成6年6月1日現在にお

いて,11,000の「主に素材生産を

行う林業サービス事業体」（以下，

林業事業体という）が過去1年間

に林業生産活動を行っている。こ

れらの林業事業体の今後の事業へ

の意向についてみると,500nf*

満の小規模層では約6割がr現状

維持｣である一方,5,00011f以上の

大規模層では3割程度にとどまっ

ており,｢磯械を導入して効率化を

図る」などの職種的な意向が約5

割に達している。

ここで，素材生産規摸別に雇用

労働力（延べ）に占める補雇の比

率をみると，当然のことながら規

棋が大きいほど高くなっており，

素材生産規模別にみた林業事業体の諸状況

人ロ ha
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街料：農林水産省「林業拙造動態調査」
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限に達しているとも。

国有林を含めた日本林業は，

林野庁が唱える39兆2千億円

の公益機能を1人ずっしりと背

に負い，そのための制約でがん

じがらめになりながらあえぎ苦

しんでいるところに材価の低迷

が追い討ち，やんぬるかなであ

る。

こうした中で林野庁は，次年

度に向けた予算要求と，新しい

法律を提出する旨を明らかにし

た。林業労働力の確保と機械化

の促進，木材の安定供給の碓保，

林業経営基盤の強化などがその

柱とされる。いちいちごもつと

もとは思うが，こうした政餓が

いま日本林業が本当に求めてい

ることであるなら，これ言うこ

とはないのであります。

さればでござる，竹の子変じ

て天を突く若竹となるは，これ

ひとえに……かく言う小生には

判り申さん。

林政拾遺抄
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
卯
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
１
１
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

高
密
度
林
道
網ｉ

ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

'．

＜水源の森百選に選定>i

ることを主な目的とする，天然

林施業技術体系の確立に努力が｜

傾けられてきた｡しかし1960年｜

代後半になり，札幌市の人口がi
急増するにつれて，奥定山渓国｜

有林の目的も多角化していくこ’
ととなる。札幌市民の生活用水｜

確保のための豊平峡ダﾑの建設｜
が始まり，また国立公園に森林｜

美を訪ねる人が多くなってくる

と，それまでの優良木材の生産

に加えて，札幌市民の水を確保

する水資源としての機能と，森

林美を保持する風景林としての

機能を維持するための技術が求

められてきた。

これらの目的を達成するには，

キメ細かい植え込み，ていねい

な保育（下刈り，つる切り，除

伐ほか)，上噌木の単水択伐等，

集約的な取り扱いが必要となる，

が，高密度林道網を基雛とする

天然ｵ材Ⅲ業では，それが可能と

考えられる。まさに，「水と木と

美」の3つを結びつける，いわ
さず『厳

ば三位一体の森林施業の「絆」

が高密度林道綱なのである。

（筒井辿夫）
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札幌市の南西部，豊平川の上

流域を占める定山渓国有林（約

5万3千ha)は,174万札|幌市民

の生活用水のほとんどを供給し

ている。全域が水源かん養保安

林に指定され，その機能を高め

るための森林施業は古くから重

視されてきた。また，支笏洞爺

国立公園内にあって自然景観維

持の必要性も高く，それに土壌

条件も林木の生育に適している

ことから，高収益林業の基盤と

しても大きな期待がかけられて

いる。

このように，豊かな水と価値

の高い木と優れた景観美という

3つの目的を同時に達成する技

術として採用されているのが

｢高密度の道路網を基盤とした

天然林施業技術体系」で，奥定

山渓国有林における平成5年度

末の林道密度は,ha当たり約41

mとなっている。

ここではすでに昭和12年の

ll:IMI料林時代に，現在の天然林

施業の先駆ともいわれる選木技

術の優れた模範的な択伐が行わ

れていた。優良な木材を生産す

’

5,000㎡以上になると7割を占め

ている。また，主伐作業の請負先

についてみると，規模が大きいほ

ど国や地方公共団体の比率が高く

なっている。さらに，この主伐作

業の請負においてha当たりに投

入した労働量は規模が大きいほど

少なくなっており，規模が大きい

ほど労働生産性が高いことをうか

がわせる（ただし，大規模l闇は北

海道に多い，などの地域性を考え

る必要がある)。

さて，このような状況から，今

後，大規模層への事業の集職が必

要であるというのはやや短絡IWで

あるが，地域の状況に応じ，小規

模層を含めた事業体の意向等に配

慮しながら，現在，国等からの請

負が果たしている事業規模拡大の

効果(生産性の向上と雇用の安定）

を，私有林部門でも盤得していく

取組みの必要性はいえよう。

1

１
１
１
１

｜

｜I
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これほどの円高による国内生産

の落ち込みを，立案当時だれが想

定したであろうか。阪神・淡路大

震災は，ヌキ，野地板，ラス下の

需要を激減させ，合板の需要を復

活させた。建設省は住宅生産コス

トを25％カットする政策を打ち

出し,｢新世代木造住宅供給システ

ム」は大手ハウスメーカーと地域

ビルダーとの共演となり，北米型

住宅の輸入促進施策を進め，林野

庁は低コスト木材供給システム施

策を流域林業政策に取り込もうと

している。住宅建設コストに占め

る木材費の割合が10％台といわ

れている時代にである。

平成5年度，6年度の林業白書

はいずれも「先導的流域」を取り

上げ，その取り組み方向は，すべ

て第二の政策課題の実現に熱い期

待を込めて紹介している。「流域」

は森林整備と生産・加工・流通の

地域単位であるが，「流域」と「林

業｣の関係を見ると，「林業」しか

ない流域,「林業｣もある流域，「林

業」はこれからの流域と濃淡があ

り，温度差は大きい。「林業｣より

も「水」や「自然環境」あるいは

5時からセミナー4小嶋睦雄の

I

流域林業時代の到来(2)

r林業｣のあり様を変えるか円高時代

1ドル＝360円時代の資源造成るときには，今では100年生以下

を進めてきた林業経営は，円高時は「ただ」と理解してもらえなけ
代に「保育」と「伐期」を迎えるればわれわれ国産材製材業者は立

ことになった。住宅建築資材の使ち行かない1三つ目は建築用丸

用蛍の大半を担っていた時代に政太価格の異常な低水準と伐採規模

策主導の拡大造林を引き受けた林の縮小，さらには立木販売機会の

家は，間伐材販売で造林費用を回より一層の細切れ化により，雇用

収できるという期待は無残にも裏管理の改善のための原資がない！

切られ，主伐がいつできるか不安ない袖は振れない，という。四つ

を隠さない。目には羽柄材の注文がまったくな

先H,「森林の流域管理システくなった，採算割れの価格でも売

ム」による流域林業の活性化を進れない，悲鳴に近いどころの騒ぎ

めていくうえで，大きな影となるではない。加えて，浜松市内の地

情報を得た。それは，一つは静岡域ビルダーの製品倉庫には北欧産

市在住の林業経営者からで,27年の製材製品と集成材柱がいっぱい

前と本年3月の時点でスギ50年であるし，静岡市内の2×4住宅

生の立木価格が同じであった，伐メーカーの壁材はすべてOSBと

採跡地の再造林の費用が賄えななった。このような事態はひとり

い！二つには天竜市の国産材製静岡県の特殊事例かもしれない。

材業者で，林家から立木を仕入れしかし，．.….…。
●一一 ↓一一一虹一一ご一虹一一一一

’ 」
マイという昆虫に対して，ウイル

スを散布したことによる大発生の

消滅という劇的な変化，マツカレ

ハやマイマイガの天敵としての菌

類の目覚ましい活躍の実態ウイ

ルスや菌類を利用した防除の実例

などを生き生きとした文章で描い

ている。しかし，この本は微生物

を使用した害虫防除の実態の解説

書ではない。そこに主張されてい

ることは，特定の種の昆虫の異常

増殖は森林内部の矛盾として理解

されるべきものであり，それゆえ

に森林動物による被害防除は森林

の管理という問題に尽きるという

ことである。これが著者の考える

森林保護の基本的な姿勢である。

本書はこのことを明瞭に，しかも

説得力を持って証言している。

昆虫の異常増殖は森林内部の矛

片桐…今正著
L‐一一三
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「森林はさまざまな生物が共同

して働き合う一つの有機体，それ

自体が生物体なのだ」

第一章のこの言葉には，著者が

森林をどのように考えるかが鮮明

に現れている。森林は単に樹木が

植えられた場ではなく，樹木だけ

で成り立つものでもない。森林は

さまざまな生物がかかわり合いを

持ちながら生きている。なかでも

昆虫類は種類数でも個体数でも他

の生物を圧倒する。昆虫もまた森

林の一員である。しかし，そのう

ちの一部の種は時として森林に害

を与えることがある。著者は昆虫

の個体群と病原微生物との関係を

視点として「エコパソロジー」と

いう独自の分野を開拓した。

本書は，高尾山のモミ林で周期

的に大発生していたハラアカマイ

林業技術No.6431995.10
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｢森林観光｣｢森林レク｣に対する

期待が大きい流域も少なくない。

にもかかわらず，白書としては，

どうも第一の課題を忘れたかの

ように，森林文化一般に逃げ込

んでいるようでならない｡158の

流域での取り組みがあって，そ

の積み上げで県境を超えた「流

域｣の活性化があるのではないか。

われわれ学者やマスコミ関係

者が「環境」問題の対応に追わ

れている間に，林業の現場は，

かつて経験したこともないし想

像もできなかった事態に陥って

いる。もはや中途半端な対応策

では森林は守れないし，流域社

会の活性化もおぼつかない。先

日，今夏最高気温を記録した天

竜市は，文字どおり熱い夏とな

っているものの，林家，素材業

者，製材業者など木材関連業界

は冷えきっている。また,われわ

れ以上に林業行政担当者もまた

大きな壁にぶち当たっている。

とはいえ,新しい取り組みがな

いことではない。われわれには

知恵があり，汗を流すことを知

っている。（静岡大学股学部）

|鱈溌圃’アリの王国 |溌だ護’ま墓
一つは，アリ植物と呼ばれる

球状の寄生植物で，樹木の分枝
部分などにへばりついている。

植物体の中には綱目状に通路が

作られ，また，幼虫の飼育室な
どいろいろな部屋も設けられて

いた。一つの植物体に2種類の
アリが一緒に棲んでいるものも

あった。力､いったいこのアリ

たちが植物にどんな恩恵を返し

ているのかは，よくわからなか

った。もう一つは,アリの木(デ
ュワイ・ビロング・アニス）と

呼ばれていたエンドスペルマ属

の樹木である。木の幹の中心部
にはアリが通れるほどの空洞部

が，また葉と葉柄の基部辺りに
アリの出入口があって，アリは

樹体を巣として利用している。

この木を揺すったり叩いたりし

ようものなら，木の中から防衛
部隊がどっと繰り出し，タ郷か

らの侵入者に果敢に攻撃を加え

る。外敵は動物に限らない。隣
接する樹木の枝葉がアリの木に

触れただけでも，アリはその枝

葉を咬み切り萎れさせてしまう。

おかげでアリの木の周囲では樹
木さえ育たない。アリの木はア

リに対し棲家を提供する代わり
に，アリによって外敵や自分の

成長の障害となるものを除去し

てもらうという，まさに共生関
係が成り立っているわけである。

アリに襲われてからしばらく

したある日の朝，家の前にヤモ
リの死骸が転がっていた。穴で
も掘って埋めてやろうと思いつ

つ，出勤時刻に遅れまいとその

ままほうって出た。が，夕方家

に帰ってみると，そのヤモリは
アリによって完全に白骨と化し

ていた。ふと’昔見たアリの大

群に人間が襲われる映画を思い
出した｡それにしても,あの晩も
し目覚めることなくあのまま寝

込んでしまっていたら，と思う
と背筋がゾッとした。

（ばがらっぷ）

（この欄は編集委員力覗当しています）

足の甲がいやにムズムズして

いる。むずがゆさとともに，チ

クッと針でつつくような痛さで

目が覚めた。昼間の山での調査

疲れのせいか，知らぬ間に床に

つつぶして寝てしまっていたの

だ。

左足を見ると，1週間ほど前

にけがをしたその傷口に，なん
と小形のアリがびっしりとたか

っているではないか。あるもの

は大アゴで食らいつき，あるも

のは傷の汁を吸っている。おま
けに，家のドアの隙間から私の

左足まで，アリの大名行列，軍

隊行進ができ上がっていた。
パプア・ニューギニア(PNG)

に国際協力事業団の専門家とし

て派遣されて，間もなくのこと

であった。

熱帯はアリの王国だ｡PNGに

来て，まずやられたのが葉つづ

り蟻と呼ばれるアメ色の中形の

アリで，樹上に葉をつづったり

して巣を作り生活している。枝

耕籍:鎬難噂驚
造り，その上を後続郡隊が渡っ

ていく。が，感心ばかりしては
いられない。その枝に触ったり，

下を通ろうものならばアリの特

攻隊が飛び降り，衿や袖口から，

また地_上部隊もズボンの裾から

侵入し，ひ弱な日本人の肌に食

らいつく。そして，蟻酸のせい

か，しばらくの間，痛がゆくて
たまらなかった。

また，よく調査に行った森林

では，木のウロに棲む小集団の
アリがいた。何者かが近づくと，
腹部を内側瞳斬り曲げ，腹の先
端を侵入者#こ向け全部隊で威嚇

する。そして聯る一定の射程距
離内に入ると，一斉に蟻酸の弾

丸を発射するのだ。幸いに，私
は現地人の忠告を受けていたの
で，蟻酸弾をちょうだいせずに

済んだ。
アリと興味深い共生関係を持
つ植物もあった。

４
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Ｏ
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’
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盾として理解されるなかで，矛盾

が個体群の生理的，病理的な質の

変化として現れる。そのとき，個

体群や環境に潜在して保持されて

いる病原微生物が顕在化して，個

体群を崩壊に導く。このように，

微生物天敵を包含する生物群集は，

安定した生態系を形成している。

森林生態系にはこの安定性が求め

られる。そのような森林の管理こ

そが重要である。防除とは森林の

丸ごと管理なのである。

本書から最も印象的に受け取ら

れることは，著者が慧眼をもって

森林を経験していること，その経

験のうえに研究が深化・発展させ

られてきたことである。森林の管

理や研究に携わる方々に是非ご一

読をお勧めしたい。

（東京大学／古田公人）

林業技術No.6431995.10
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＊紬日本林業技術協会支部連合会のお知らせ…本年度も日本林学会支部大会との共催として，当協会各支部
連合大会を開催いたします。ふるってご参加ください。なお，開催済みのものは割愛いたしました。

●第44回日本林学会北海道支部大会（日本林業技術協会北海道支部連合会共催）…11月10日㈱’かでる
2．7（札幌市中央区北2条西7丁目）にて。●第44回日本林学会中部支部大会（日本林業技術協会信

州・中部支部連合会共催）…10月14日燭～15日出，信州大学腱学部（長野県上り梛郡南箕輪村）にて。

●第51回日本林学会九州支部および日本林業技術協会九州支部連合会合同大会…10月20日鯛～21日鋤，
長崎ビューホテル（長崎市大浦町2-23）にて。細日本林業技術協会

7左段5行U…誠験→試験，6行ロ…下可欠 不可欠。薊l正しお詫びIIIし上げます。’

くり促進調査第1回委員会。

◎調査部関係業務

9/17～18,鯵白臘町・朝l-lilll,真
室川･小国線朝日小国区間(朝日工

区)自然環境調査に係る希少猛禽

類(主としてクマタカ)調査の第1

回検討委員会。

◎番町クラブ9月例会

9/26,元環境庁公害研究所長･嶋
谷正夫氏を誰師として｢皇居の森

について｣と題する講演および質

疑を行った。

◎人事異動

（9月30日付け発令）
退職調査企画部主事山口留里子

（10月1日付け発令）

命調査第一部次長水上正昭

同技術開発部次長畠村良二
同航測検査部次長野村章

I9月号訂正:R次頁･･･クラゲラ→クマ
L‐‐‐‐‐‐‐‐_‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐ー‐‐‐‐‐‐__‐

露蕊謹…‘蕊編集部雑記・"‐

さざえのつぶやきたびたびの旅

の話で恐縮ですが，旅の楽しみの一
つは，殻に閉じこもっていては得ら

れない貴重な？情報を耳にすること
でしょう。なかには唖然,呆然といっ
た類のものもあります。

富士五湖地域のある町で聞いた話
では，何合目までかは定かでないが
富士山にロープウェイを建設すると
か富士山をライトアップしようとい
う構想がある(あった？）そうな。冗
談にしても，開いた口がふさがらな

いとはこのこと。金儲けとなると見
境もなくなる輩が幅を利かしている

とは，いくら金がものをいう世の中
とはいえ情けない。（喝三度）

クラゲラ→クマゲラ。p

三協言会壹の言う言ご言き言

◎海外出張

9/2～9,鈴木航測部長をネパー

ル事前調査のため|司国に派遣した。
9/4～15,小泉専務理事を海外林

業開発協力事業事前調査のためガ

ーナ共和国に派遣した。

9/11～29,渡辺理事,畠村課長を
シベリア・極東地域森林・林業協

力指針策定調査事業のためロシア

国に派遣した。
9/16～25,松本技師をセネガル

入札図書の説明・承認のため同国

に派遣した。

9/17～30,安養寺幽際事業部長
を海外林業開発協力事前調査のた

めペルー共和国に派遣した。

9/18～30,宮部課長代理を緑の
推進協力プロジェクトのためタン

ザニア国に派遣した。
◎調査研究部関係業務

9/25,総本会,平成7年度保安林
施業実態に関する調査第1回委員
今
云。

9/27,総本会,平成7年度きのこ
廃菌床等の畜産的利用に関する調

査第1回委員会。

◎技術開発部関係業務

9/7,膝本会,終息型微害松林の

検定手法開発調査第1回検討委員
今

＝。

9/7,鯵本会,被害に強い森林づ

台風一過今年は台風が少ないと

思っていたら，9月中旬,戦後では最
大級という12号台風が関東に接近。
TVでは刻一刻進路の予想と大雨･高
潮.土砂災害に厳重警戒を呼びかけ
ていた。心なしかこれまでの報道と
は違うものを感じ，思わず我家の外

周りにも目がいったが，これも今年
になって日本国民が痛感した大震災

から得た教訓一危機管理体制への反

省がもたらしたものかしらんと独り

言｡幸い上陸はなく，身勝手ながら翌
日は台風一過の青空のもと昨日まで

の台風報道が耳に残ったのであるが，
改めて今回の報道姿勢に拍手を送り
たいと思った次第。（平成の玉手箱）

編集部受贈図書(敬称略）

ご寄贈ありがとうございました。

r紀州木の国｢木々 歩記｣』上･下,梅
田恵以子著,上＝228頁,下＝238

頁,各巻1,600円,㈱宮井平安堂a

O734-31-1331o

r鉄道林一鉄道林100周年記念写

真集』,JR東日本鉄道林研究会編，
107頁,東日本旅客鉄道㈱施設電

気部土木課盆03-3215-9708o
r森と木の国･秋田森林浴リフレ

ッシュガイドGreenPage.l,秋

田県林務部編,195頁,秋田県林務

部公0188-60-1913。

コロッケ揚がるアルバイトのY

君が編集のHさんの机の上に小さな

紙袋を置いた。プーンと漂ってくる
その懐かしいような，童心をくすぐ
るような香り。まちがいない。コロッ
ケだ。うまそうだねえ,Hさんはコロ

ッケが好きなのかい，とY君に尋ねる
と，なんと私が食べたいと言ってい
たから，肉屋さんの揚げたてのコロ
ッケを買ってきてくれと頼まれたと

いうではないか。ダシに使われたわ

けだ。それにしてもうまそうな香り。
そのままかじるもよし，肉屋さんで

ソースをかけてもらうもよし。うま
くて安い庶民の味方の存在を再認識
したのでした。（山遊亭明朝）
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協胃 海 員
毒集
めきり11月S0日㈱(当日消印有効）
幕緋榊ﾄ協力隊事緬では､平成7年度秋の蕊蕊

として下記の要簡で協力隊員を募集します‘

応募し 印有効）塞集規廩約160職種、約I,000名を募集･

撞格20歳以上39歳までの日本国籍をもつ方。

応募方法|青年海外協力隊所定の願書を協力隊事

務局に期日までに提出してください。

展墓罰罰一次（筆記)／平成7年12月17日旧'、
各都道府県で実施。

二次（面接、健康診断）／平成8年2月1日噸～
2月9日鐙の指定日(平日)。

副＝ヨ出発前約80日間の国内合宿訓練を受け
ます。

F雨霊研到2年間
扉囑塞、現在お勤めの方が休職により、勤務先
に身分を継続したまま協力隊に参加する場合、協

力隊事務局がその勤務先に対し人件費や間接経賢

の一部を補填する制度があります。

また組織募集制度もあります。

…現地生活費:派遣国により異なる一定
額を支給しますb住居：相手国政府が提供（もしく
は住居手当を支給)｡往復渡航費；事務局が負担し

ます。補償制度：病気やけが等災害時の補償とし

て労災保険特別加入、災害補償制度、共済会等の

制度を設けています。その他訓練、派遣に係る必
要経費：事務局が負担。国内積立金；無職で参加

の場合、本邦訓練期間中、海外在任中各々毎月一

定額が積み立てられ､帰国時に一括支給されます。

その他曾雇用保険の受給賓格のある方が協力隊に

参加する場合、受給期間の延長手続きをとること

により、帰国後に雇用保険を受給することができ

ます。

■平成7年度秋募集の要請例

要請内容

半乾燥地域の、熱帯林の復旧保全・植林持読的利用の

ための、樹木の生態羽査土壌調査・環境羽査・気象謂

査等に協力するまた土壌保水剤の適応性試験や、育苗
・造林試験を行う。造林およびアク.ロフォーレストリー

知識が望まれる。

協力隊チーム派遺「ドドマ緑の推進協力プロジェクト」

の一員として、首都移転にともなう緑化保全に協力する直

対象村落の村民を対象に、教会や学校などの公共施設を

中心に植栽普及・映画上鞍会などを行い、植栽状況や植

栽の啓蒙普及活動に協力する〈

職種名 国名･配属先P

インドネシア

クバン林薬試験堤

森林経営

タンザニア

公共聯業通|謹愉省

首都開発公団

オアハカ北部の襟高2500m地帯の松科中心の山林の中に

ある、近険4集落の森林生産者組合に勤務し、同組合の

技術指導員とともに、主に松の苗木の低コスト大量生産
を実現するため、苗床の管理技術の改善を図る＠また、

植林技術の効率化をめざす．

メキシコ

覇填省オアハカ

地方局森林部

植林

叢この他、多数の要綱があります．

全国各地で募集脱明会を開催します。日時・会潮は下記へお問い合わせください。
■詳しい賛料・願書をご希望の方は、390円分の切手を同封のうえ、住所、氏名、
年齢を明記し、事務局国内第一課林業技術係まで。

闘冒晶需蕊谷区広尾4-2-2‘
03G400)7261:丹

青年海外協力隊事務局

平成フ年度秋の募集要項
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緑の募金ﾛ己Al
緑

B6判/130頁
緑の羽根募金

の募金研究会編
/定価1,200円(税込)/〒310
は，昭和25年に発足して以来，多

総合森林学

上飯坂資編著

A5判/208頁/定価3,090円(税込)/〒訓0
いまや.様林に対する期符と要拙は，11蝋しに,噺まりと厩がりを兇せ
ている。本
すものとい

i卿は，まさに新たな時代にlhjかっての出発点と〃向を,パ
え，練林'111剛にIkl心を排たれる方々 の朧ｲ7の‘i}となる。

新版森林計画の実務

森林計画制度研究会編
A5判/592頁/定価4‘944円鯨込)/〒380

森林計画制座の改鮮等において，今後，民有林・国有林が一体とな
った流域管理システムを確立していくこととなった。本書は今1,,
新たな制度の解鋭を加えて．姶新の内容で改訂した。

くの国民の善意に支えられ，国土の緑化に大きな
役割を果たしてきた。さらに昨今，国内的にも国
際的にも，森林の整備や緑化の推進が21世紀に向
けて地球環境を守っていく上で重要との認識が高
まっており，これが「緑の募金による森林整備等
の推進に関する法律」として

法制化された。

本書は，本法律の趣旨を始
め，募金の実施方式，交付金
の交付方法等につき一問一答
形式でわかりやすく解説し，
募金の実務に携わる方々はも
ちろん，一般の方々にもお勧
めでき，緑の募金が広く国民
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特用林産むらづくりの実務
林野庁監修

A5判/384頁/定価3,399円脱込)/〒380
特用林旗物は厳しい維鴛状況にある山村地域の農林家にとって批峨
な作目となっている。本rlfは，特川林産振興のための待抓Ni肋，融
資の内容や法令，遡述などを俳述したものである。

|流蝋溌些2鯉黙認集
の皆様に理解され，国民的運
動として盛り上がることを祈

念してつくられた書である。

TREEPROTECTOR

HEXATUBE
（ヘキサチューブ）

★1本1本にかぶせて杭にとめるだけ

★鹿やウサギネズミの食害はゼロ

★温室効果で成長は2倍

HEX"TUBEは東京農業大学赤井龍男博士の御指導

により当社が開発しました（実用新案特許登録済）

仁志緑化株式会社

〒598大阪府泉佐野市土丸1912番地

TELO724(68)0776FAXO724(67)1724

林野庁計画課監修/流域管理システム研究会編
A5判/156頁/定価1.854円縦込)/〒310

本書は，他の流域に先行して流域管理システムの婚隆に向けた取組
みがなされ，今後I耐システムの確立を図ろうとする流域の参琴に断
すると思われる41例を染めたものである。
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曇型 ’ 検査済み±0.1%の高精度
芋興はスーパーブラニクスβの側I帆タイプ

スーパープラニクスβは､工場出荷IIfに厳格な恢査を施して

いますので､わずらわしい誤差修正などの作業なしでごl職入

されたときからすぐ±0.1%の高精度でご使用になれます。

使いやすさとコストを
’ ’コンビュタフレンドリィなオプションツール

追及して新発売！
16桁小型プリンタ、RS-232Cインターフェイスケーブル、

ワイヤレスモデム､キーボードインターフェイス､各種専用

プログラムなどの充実したスーバーブラニクスαのオプショ

ンツール群がそのままﾀﾄ部出力のために使用できます。

スーパープラニクスβ(ペータ）

や外部出力付今
標準タイプ…･・

プリンタタイプ

￥160．000

￥192000
測定操作が楽な直線補間機能とオートクローズ機能

〆 、
豐富な機能をもつスーパープラニクス

の最高lllボスーバープラニクスα(ｱﾙﾌｧ）

スーパーブラニクスαは、座標、辺長、線長、

面積、半径、図心、三斜（底辺、高さ、面積）、

角度（2辺長、狭角）の留富な測定機能や、コ

ンピュータの端末デジタイザを実現する外部出

力を備えた図形測定のスーパーディバイスです。
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新刊一一

､綴患議
。(社)日本林業技術協会鑛集

●森林総合研究所，都道府県試

験研究機関，大学ほか83名によ

る執筆

●四/六判217ページ

・定価1200円

（本体1,1651II)

●(社)日本林業技術協会繧集

の森林総合研究所．熱帯溌業研

究センター．大学ほか76名によ

る執篭

●四/六判217ページ

●定価1,200円

（本体1.165i11）

●(社)日本林業技術協会編集

●森林総合研究所．熱帯農業研

究センター．大学ほか91名によ

る執筆

●四/六判219ページ

●定価1.200円

（本体1.1651II)

●(社)日本林業技術協会縞集

･森林総合研究所所員82名によ

る執筆

●四/六判217ページ

●定価1,010円

（本体981{11）
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● 義拶ス
●(社)日本林業技術協会企画

●中野秀章･有光－登･森川靖

3氏による執筆

●四/六判176ページ

●定価1.030円

（本体1000111）

◆(社)日本林業技術協会煽集

・森林総合研究所．都道府県林

業研究機関，農業環境技術研究

所．大学ほか73名による執筆

寺四/六判217ページ

●定価1,200円
（本体1,165111）

●(社)日本林業技術協会編集

・森林総合研究所.養殖研究所，

大学ほか79名による執筆

心四/六判217ページ

●定価1.2叩円

（本体1.165円）

●(社)日本林業技術協会繧集

●森林総合研究所．農業環境技

術研究所．農業研究センターほ

か85名による執牽

●四/六判217ページ

●定価1.030円

（本体1,000111）
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〒114東京都北区堀船2－17－1
a(03)5390-7531/FAX(03)5390-7538●発行東京書籍株式会社
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